
　

本
稿
で
は
、
昨
年
度
の
紀
要
に
掲
載
し
た
前
稿
に
引
き
続
い
て
、
新
発
田
藩
の
家
老
を
務
め

た
溝
口
長
裕
（
一
七
五
六
〜
一
八
一
九
）
の
一
族
の
「
家
の
歴
史
」
を
書
き
つ
づ
っ
た
『
家
譜
簿
』

の
内
容
の
紹
介
を
行
う
。
溝
口
家
は
、
藩
祖
の
弟
の
子
孫
で
あ
り
、
代
々
、
実
権
は
伴
わ
な
い

も
の
の
藩
の
名
誉
職
に
就
い
て
い
た
。
だ
が
、
長
裕
の
代
に
な
っ
て
、
名
実
共
に
藩
政
に
深
く

関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
『
家
譜
簿
』
の
記
述
は
、
そ
の
長
裕
（
半
兵
衛
）
が
家
督
を
継
い
で
、
家
老
に
就
任
す
る
直
前

の
時
点
ま
で
、
差
し
か
か
っ
て
い
る
。

【
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）】

・
三
月
七
日
、
若
殿
様
が
官
位
を
得
ら
れ
た
の
で
、
月
番
の
家
老
・
溝
口
内
匠
へ
半
兵
衛
長
裕

た
ち
物
頭
一
同
か
ら
、
御
肴
代
銀
子
二
匁
ず
つ
を
、
木
地
へ
ぎ
（
へ
ぎ
板
）
の
色
付
き
熨
斗
添

え
で
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
二
月
二
十
九
日
、
一
族
の
神
子
田
平
助
が
、
蒲
原
横
掘
組
長
潟
村
の
水
掘
百
姓
の
佐
治

右
衛
門
方
に
病
気
に
て
一
泊
し
た
と
こ
ろ
、
翌
三
十
日
の
朝
、
病
死
し
た
。（
お
暇
を
頂
戴
し
て

か
ら
）
こ
れ
ま
で
、
淀
領
の
山
屋
村
に
住
居
し
て
い
た
由
で
あ
る
。

・
同
年
七
月
十
五
日
、
殿
様
の
御
任
官
に
つ
き
、
物
頭
一
同
は
、
御
溜
り
の
間
に
て
、
お
吸
い

物
と
お
酒
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
七
月
五
日
、
召
仕
家
来
の
皆
川
曾
野
七
（
赤
沼
組
大
今
村
の
者
）
が
、
借
金
引
請
地
組
へ
、

望
み
の
通
り
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
七
月
晦
日
、
召
仕
家
来
の
内
山
右
仲
太
が
、
親
跡
御
足
軽
へ
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
九
月
十
日
、雅
長
の
大
病
に
つ
き
、願
い
の
通
り
、半
兵
衛
は
看
病
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

・
同
年
同
月
同
日
、
申
の
中
の
刻
、
殿
様
か
ら
服
部
市
郎
左
衛
門
を
使
者
と
し
て
、
雅
長
の
病

気
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
、
甘
鯛
三
本
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
同
月
同
日
、
酉
の
上
刻
、
雅
長
が
病
死
し
た
。
翌
十
一
日
に
病
死
の
届
書
を
差
し
出
し
、

十
一
月
一
日
ま
で
忌
中
と
す
る
旨
を
届
け
た
。

・
同
年
同
月
十
二
日
、
殿
様
は
御
用
人
の
石
原
権
平
を
使
者
と
し
て
、
御
家
柄
の
者
が
病
死
し

た
こ
と
を
残
念
に
思
し
召
さ
れ
、
こ
の
節
、
葬
儀
の
費
用
も
物
入
り
で
あ
ろ
う
か
ら
と
、
お
心

と
し
て
金
七
両
を
半
兵
衛
に
下
し
置
か
れ
る
旨
、
伝
え
ら
れ
た
。
石
原
寛
信
が
半
兵
衛
宅
に
ま

か
り
越
し
て
、
確
か
に
授
受
が
行
わ
れ
た
。

・
同
年
同
月
十
七
日
、
道
縁
（
雅
長
の
戒
名
か
）
の
初
七
日
の
仏
事
に
付
き
、
殿
様
は
梅
原
太

郎
兵
衛
を
使
者
と
し
て
、
御
香
奠
の
銀
二
枚
を
下
し
置
か
れ
た
。

【
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）】

・
二
月
十
二
日
、
溝
口
半
兵
衛
は
、
内
蔵
丞
宅
に
て
、
次
の
通
り
仰
せ
つ
か
っ
た
。「
姉
が
、
高

山
伝
八
と
後
妻
縁
組
す
る
こ
と
を
認
め
る
」。

・
同
年
二
月
晦
日
、「
お
里
」
と
高
山
伝
八
と
の
婚
姻
が
相
整
っ
た
。

・
同
年
三
月
二
十
五
日
、
浄
閑
院
様
の
二
百
年
忌
に
付
き
、
そ
の
執
行
の
奉
行
を
溝
口
四
郎
左

衛
門
が
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
二
十
四
日
と
二
十
五
日
、
半
兵
衛
な
ら
び
に
弟
の
理
三
郎
も
詰
め

た
。
二
十
五
日
に
は
、
殿
様
の
墓
所
へ
の
御
参
詣
が
あ
っ
た
。
な
お
、
御
霊
前
と
し
て
、
半
兵

衛
か
ら
干
菓
子
一
箱
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
四
月
十
一
日
、
二
の
丸
の
矢
場
で
、
半
兵
衛
は
的
前
御
覧
を
勤
め
た
。
中
り
は
、
二
本

だ
っ
た
。

・
同
年
十
月
二
十
四
日
、
溝
口
半
兵
衛
の
姉
と
、
脇
本
義
左
衛
門
と
の
後
妻
縁
組
が
認
め
ら
れ
た
。

【
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）】

・
二
月
十
二
日
、
裏
御
用
部
屋
に
て
、
溝
口
半
兵
衛
は
、
速
水
一
学
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
。「
講

堂
へ
の
出
席
を
精
進
し
て
い
る
の
を
、
殿
様
は
感
心
に
思
し
召
さ
れ
て
い
る
」。
殿
様
は
御
在
府

で
留
守
な
の
で
、
代
理
人
か
ら
、
お
言
葉
で
御
意
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
。

・
同
年
二
月
二
十
三
日
、「
お
い
の
」
と
脇
本
義
左
衛
門
と
の
婚
姻
が
相
整
っ
た
。

・
同
年
五
月
十
六
日
、
脇
本
義
左
衛
門
の
妻
（
お
い
の
）
の
病
気
の
看
病
を
認
め
ら
れ
た
。
同
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月
二
十
四
日
、
姉
が
病
死
し
た
。

・
同
年
九
月
二
十
二
日
、
講
堂
に
お
い
て
、
殿
様
か
ら
先
の
御
意
の
旨
と
、
今
秋
の
痢
病
が
平
癒

し
た
こ
と
に
つ
き
、
お
尋
ね
が
あ
っ
た
。

・
同
年
十
月
十
一
日
、
殿
様
が
『
静
坐
集
説
』（『
程
門
静
坐
集
説
』）
を
御
講
義
あ
そ
ば
さ
れ
る

に
つ
き
、
御
寝
間
へ
来
て
聴
講
す
る
よ
う
に
と
、
御
納
戸
か
ら
言
っ
て
き
た
。
こ
れ
よ
り
、
諸

書
の
御
会
御
講
釈
に
も
召
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
同
年
十
一
月
五
日
、生
鯛
二
頭
、同
年
閏
十
二
月
十
一
日
、御
干
菓
子
、赤
貝
、枝
柿
を
拝
領
し
た
。

・
同
年
十
一
月
二
十
七
日
、
沢
田
源
次
が
江
戸
詰
に
な
っ
た
の
で
、
同
人
の
母
（
半
兵
衛
の
叔
母

の
「
留
」）
な
ら
び
に
源
次
の
兄
姉
を
、
留
守
中
は
半
兵
衛
宅
に
引
き
取
る
こ
と
が
、
願
い
の
通

り
に
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
閏
十
二
月
十
四
日
、
堀
図
書
よ
り
廻
状
が
あ
り
、
翌
日
十
五
日
に
御
用
が
あ
る
と
の
こ
と

で
、
十
五
日
に
登
城
し
た
と
こ
ろ
、
溜
り
の
間
に
お
い
て
、
来
夏
の
江
戸
御
参
勤
の
お
供
詰
め

を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
御
用
部
屋
に
て
、
堀
図
書
か
ら
も
、
そ
の
旨
を
申
し
渡
さ
れ
た
。

【
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）】

・
正
月
十
七
日
、
高
山
伝
八
の
妻
が
病
気
に
付
き
、
看
病
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
同
年
二
月

八
日
、
姉
が
病
死
し
た
。

・
同
年
二
月
十
六
日
、
江
戸
供
人
、
貸
金
等
の
心
得
を
、
組
頭
の
内
蔵
丞
よ
り
申
し
来
た
っ
た
。

　
　
　

覚

　

上
下
五
人　
　

物
頭
席
に
て
平
番
の
節　
　

溝
口
半
兵
衛

　
　
　

内
訳
は
、
若
党
一
人
、
草
履
取
一
人
、
小
者
二
人
、（
本
人
一
人
）。

　

道
中
は
具
足
櫃
を
持
つ
こ
と
。
駕
籠
は
勝
手
次
第
。

　

合
羽
籠
、
一
荷
。　
　

本
馬
三
疋
。

　

御
貸
金
は
、
表
向
き
五
百
石
の
割
合
と
す
る
こ
と
。

・
同
年
三
月
八
日
、
裏
御
用
部
屋
に
て
、
道
中
の
役
割
や
本
陣
番
、
御
道
中
御
使
、
道
具
支
配
、

御
渡
場
差
行
な
ど
の
こ
と
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
三
月
十
八
日
、
御
肴
を
御
内
證
に
て
差
し
上
げ
る
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
、
生
肴
を
一
折
、

御
納
戸
の
服
部
市
郎
左
衛
門
か
ら
差
し
上
げ
た
。
半
兵
衛
が
家
督
相
続
し
て
以
来
、
生
肴
を
差

し
上
げ
る
の
は
今
度
が
初
め
て
で
あ
る
。

・
同
年
三
月
十
一
日
、
御
家
中
乗
馬
御
覧
に
つ
き
、
半
兵
衛
も
ま
か
り
出
た
。

・
同
年
五
月
七
日
、
翌
日
に
申
し
渡
し
が
あ
る
の
で
登
城
せ
よ
と
の
、
年
寄
衆
連
名
の
切
紙
が
届

い
た
。

・
同
年
五
月
八
日
、
御
居
間
書
院
に
て
、
殿
様
か
ら
御
直
々
に
、
物
頭
の
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

今
後
は
同
役
の
面
々
と
申
し
合
わ
せ
て
、
仕
事
を
入
念
に
相
勤
む
べ
し
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

・
同
日
、表
御
用
部
屋
に
て
、内
蔵
丞
よ
り
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
。「
団
扇
組
同
心
御
預
け
と
す
る
。

組
付
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
り
。
御
礼
次
第
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
。
組
付
次
第
は
、
溝
口
半
兵
衛
、

桜
井
惣
兵
衛
の
順
番
」。

・
同
年
五
月
九
日
、
南
部
治
左
衛
門
宅
に
て
、
団
扇
の
御
指
物
を
渡
さ
れ
る
に
付
き
、
麻
の
裃
を

着
用
し
て
受
け
取
っ
た
。

・
同
年
五
月
十
四
日
、
物
頭
御
役
に
付
き
、
中
間
一
人
が
増
え
る
と
い
う
お
達
し
が
あ
っ
た
。

・
同
年
五
月
十
五
日
、
御
目
見
得
三
の
間
に
て
、
半
兵
衛
か
ら
次
の
通
り
、
物
頭
昇
進
の
御
礼
を

申
し
上
げ
た
。「
御
肴
一
種
、
代
銀
二
匁
」。

・
同
年
五
月
十
九
日
、
物
頭
の
役
に
な
っ
た
の
で
、
小
鯛
を
十
頭
、
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
二
階

下
に
て
、
御
用
人
の
堀
太
夫
に
お
目
に
か
か
っ
た
。

・
同
年
五
月
二
十
二
日
、
御
預
け
同
心
を
、
留
守
中
に
、
湯
浅
権
左
衛
門
に
頼
み
置
く
の
で
、
そ

の
旨
を
月
番
年
寄
中
へ
届
け
た
。

・
同
年
五
月
二
十
三
日
、
御
発
駕
に
つ
き
、
会
津
通
り
の
御
供
に
て
出
立
し
、
同
年
六
月
二
日
に

江
戸
に
着
。
到
着
し
た
日
に
、
吉
祥
寺
へ
殿
様
の
代
香
を
相
勤
め
た
。
道
中
、
宇
都
宮
駅
か
ら
、

麻
疹
を
患
っ
た
が
、
我
慢
し
て
最
後
ま
で
お
供
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
同
年
六
月
三
日
、
溝
口
半
兵
衛
は
病
気
だ
っ
た
の
で
、
名
代
と
し
て
溝
口
定
之
進
が
、
次
の
旨

を
仰
せ
つ
か
っ
た
。「
江
戸
詰
中
は
、
表
の
御
取
次
を
命
ず
。
相
役
は
、
大
岡
清
右
衛
門
、
三
宅

嘉
門
、
溝
口
定
之
進
、
吉
岡
七
郎
兵
衛
と
本
人
、
併
せ
て
五
人
で
あ
る
」。

・
同
年
六
月
十
三
日
、
月
替
わ
り
の
番
を
改
め
る
よ
う
に
願
っ
た
と
こ
ろ
、
即
刻
認
め
ら
れ
た
。

・
同
日
、
藩
は
、
大
手
組
の
御
防
ぎ
を
、
秋
田
信
濃
守
様
の
代
わ
り
に
仰
せ
つ
か
っ
た
。
一
の
手

騎
馬
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。

・
同
年
六
月
二
十
二
日
よ
り
出
勤
い
た
し
た
と
こ
ろ
、
麻
疹
が
無
事
に
治
っ
た
こ
と
を
お
慶
び
に

な
ら
れ
、
鯛
二
頭
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
七
月
二
十
一
日
、
幸
田
善
太
郎
様
（
幕
臣
の
儒
学
者
で
あ
る
幸
田
子
善
の
こ
と
）
が
お
出

で
の
節
に
、
講
釈
と
御
寝
間
の
御
会
に
も
出
席
す
る
よ
う
に
仰
せ
つ
か
っ
た
。
同
月
二
十
七
日
、

幸
田
善
太
郎
様
へ
の
稽
古
の
た
め
に
他
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
八
月
十
日
、
妹
「
お
な
べ
」
が
病
死
し
た
。

・
同
年
九
月
晦
日
、
召
使
の
小
者
の
勘
六
が
腸
を
患
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
二
十
九
日
の
夜
に
、

勘
六
は
、
隣
家
の
三
宅
半
左
衛
門
様
へ
そ
の
症
状
の
自
覚
の
な
い
ま
ま
罷
り
越
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
、
恐
縮
し
た
半
兵
衛
は
差
し
控
え
伺
い
を
出
し
た
が
、
即
日
、
そ
れ
に
は
及
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ば
ぬ
旨
が
、
里
村
次
兵
衛
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
日
の
夜
、
大
雪
に
て
、
新
発
田
の
半
兵
衛
宅
の
表
長
屋
が
潰
れ
、
門
ば
か
り
が

残
っ
て
い
る
こ
と
を
、
江
戸
と
新
発
田
の
双
方
で
藩
に
届
け
た
。

・
同
年
十
二
月
十
二
日
、
御
預
け
同
心
大
野
右
衛
門
丈
八
が
お
暇
を
下
し
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
半
兵
衛
は
江
戸
に
て
、
差
し
控
え
伺
い
を
出
し
た
が
、
翌
日
、
そ
の
儀
に
及
ば
す
と
い
う

返
事
が
あ
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
溝
口
半
兵
衛
に
、
次
の
品
を
下
し
置
か
れ
る
旨
、
里
村
次
兵
衛
か
ら

申
し
聞
か
さ
れ
た
。「
御
紋
付
御
裃
一
具
、
こ
れ
は
表
御
取
次
を
精
勤
し
た
の
で
下
し
置
か
れ
る

の
で
あ
る
」。

・
同
年
同
月
二
十
八
日
、
鯛
二
頭
を
下
し
置
か
れ
た
。
そ
の
他
、
詰
中
に
お
い
て
は
、
御
餅
、
菓

子
、
干
菓
子
、
生
肴
等
を
、
何
度
も
下
し
置
か
れ
た
。
ま
た
、
殿
様
御
直
々
に
、
扇
子
や
煙
草

入
れ
も
拝
領
し
た
。

【
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）】

・
正
月
十
三
日
、
御
具
足
御
祝
い
の
御
相
伴
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
江
戸
詰
の
物
頭
御
役

の
定
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
同
年
二
月
二
十
七
日
、
新
発
田
の
屋
敷
は
表
長
屋
の
門
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
二
間
ば
か
り

継
ぎ
足
し
て
、
そ
の
ほ
か
は
板
塀
に
す
る
旨
を
届
け
た
と
こ
ろ
、
勝
手
次
第
に
改
め
て
よ
い
旨
、

組
頭
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

・
同
年
八
月
十
三
日
、
御
帰
城
に
つ
き
、
お
供
し
て
新
発
田
に
帰
着
し
た
。
き
た
る
二
十
八
日
ま

で
、「
江
戸
休
み
」
と
の
こ
と
。
到
着
し
た
日
と
翌
日
と
、
表
御
用
部
屋
へ
ま
か
り
出
て
、
御
機

嫌
伺
い
を
し
た
。

・
同
年
八
月
二
十
五
日
、「
明
日
、
御
用
が
あ
る
の
で
、
登
城
せ
よ
」
と
い
う
内
容
の
、
年
寄
衆

連
名
の
剪
紙
が
届
い
た
。
翌
二
十
六
日
、
出
仕
し
た
と
こ
ろ
、
御
居
間
書
院
に
て
、
御
直
々
に

次
の
通
り
仰
せ
つ
か
っ
た
。「
御
用
人
役
な
ら
び
に
御
中
小
姓
支
配
を
仰
せ
つ
け
る
」。

・
同
日
、
表
御
用
部
屋
に
て
、
次
の
通
り
、
堀
内
蔵
丞
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
。「
御
役
方
に
つ
き
、

下
米
を
三
十
俵
下
し
置
か
れ
る
。
御
礼
次
第
は
、
溝
口
亘
理
、
溝
口
半
兵
衛
、
坂
井
忠
右
衛
門

の
順
と
す
る
」。

・
同
日
。
物
頭
御
役
に
つ
き
渡
さ
れ
て
い
た
指
物
を
、
物
頭
月
番
に
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
八
月
二
十
七
日
、
堀
内
蔵
丞
宅
に
お
い
て
、
御
用
人
役
の
誓
詞
を
、
溝
口
亘
理
の
立
ち
会

い
の
も
と
で
、
神
文
に
し
た
。
ま
た
、
御
用
役
に
つ
い
て
の
覚
書
一
通
を
、
内
蔵
丞
に
渡
し
た
。

・
同
年
八
月
二
十
八
日
、
支
配
下
の
大
小
姓
御
中
小
姓
と
、
自
宅
に
お
い
て
会
っ
た
。

・
同
年
九
月
一
日
、
御
居
間
書
院
で
、
次
の
品
を
差
し
上
げ
て
、
御
用
人
役
な
ら
び
に
御
中
小
姓

支
配
の
御
礼
と
し
た
。「
御
肴
一
種
、代
銀
二
匁
。
御
樽
代
二
百
疋
、木
地
台
」。
ま
た
、御
隠
居
様
、

若
殿
様
、
奥
様
へ
は
、「
御
肴
一
種
、
代
銀
二
匁
づ
つ
」
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
九
月
二
日
、
半
兵
衛
の
出
席
す
る
初
寄
合
が
催
さ
れ
た
。
同
役
は
、
溝
口
四
郎
左
衛
門
、

佐
治
角
右
衛
門
、
堀
太
夫
、
溝
口
亘
理
、
坂
井
忠
右
衛
門
。
角
右
衛
門
は
、
病
気
で
欠
席
し
た
。

・
同
年
十
月
中
、
半
兵
衛
は
初
め
て
月
番
を
相
勤
め
た
。

・
同
年
十
二
月
十
五
日
、
次
の
通
り
、
御
居
間
書
院
に
て
、
溝
口
半
兵
衛
に
御
直
々
に
、
来
夏
の

御
参
勤
の
お
供
詰
め
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
年
寄
の
堀
内
蔵
丞
と
、
御
用
人
の
堀
太
夫

か
ら
も
、
同
じ
旨
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
二
日
、
御
納
戸
仙
石
嘉
平
治
を
介
し
て
、
次
の
品
を
下
し
置
か
れ
た
。「
丹

後
絵
（
縮
緬
）
一
反
、
裏
袷
。
綿
と
も
ど
も
」。
こ
れ
は
、
御
用
人
へ
の
定
例
の
下
し
物
で
あ
り
、

在
職
中
は
ず
っ
と
同
じ
品
が
下
し
置
か
れ
た
。

【
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）】

・
五
月
二
十
日
、
御
発
駕
に
つ
き
、
会
津
通
り
の
お
供
で
出
立
。
同
月
二
十
八
日
、
江
戸
着
。

・
同
年
七
月
十
四
日
、
御
納
戸
方
か
ら
、
御
帷
子
一
つ
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
九
月
九
日
、
奥
様
、
御
新
造
様
へ
初
め
て
御
目
見
得
し
た
。
交
御
肴
一
折
ず
つ
を
、
木
地

台
に
載
せ
て
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
四
日
、
御
納
戸
方
か
ら
、
次
の
品
を
下
し
置
か
れ
た
。「
殿
様
よ
り
は
、
御
紋

付
御
小
袖
、
一
つ
。
若
殿
様
よ
り
は
、
御
熨
斗
目
御
小
袖
一
つ
」。

【
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）】

・
六
月
十
六
日
、
御
隠
居
様
御
手
ず
か
ら
、
御
紋
付
清
裃
一
巻
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
六
月
二
十
日
、
御
寝
間
に
て
幸
田
善
太
郎
様
御
出
席
に
て
、
講
釈
す
る
よ
う
に
と
仰
せ
つ

か
っ
た
。
半
兵
衛
長
裕
は
、『
近
思
録
』
の
「
為
学
大
益
章
」
を
講
釈
し
た
。

・
同
年
六
月
二
十
八
日
、
江
戸
を
御
発
駕
。
七
月
七
日
、
御
帰
城
に
つ
き
、
お
供
で
新
発
田
着
。

・
同
年
九
月
二
十
日
、
妹
の
「
お
り
の
」
と
、
仙
石
武
右
衛
門
の
倅
、
吉
五
郎
と
の
縁
組
の
御
内

意
伺
が
済
ん
だ
。

・
同
年
九
月
二
十
六
日
、
武
右
衛
門
倅
吉
五
郎
と
半
兵
衛
妹
の
縁
組
が
、
双
方
の
願
い
の
通
り
認

め
ら
れ
た
。

【
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）】
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・
三
月
四
日
、
講
堂
に
て
、
御
前
講
釈
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。『
周
子
書
』（『
太
極
図
』）
の
内
幸
章

の
講
釈
を
相
勤
め
た
。

・
同
年
三
月
二
十
九
日
、
内
蔵
丞
宅
の
寄
合
の
節
、
堀
太
夫
と
溝
口
半
兵
衛
が
出
席
し
て
、
御
勝

手
向
き
一
件
と
、
御
退
譲
の
件
を
評
議
し
た
。
四
月
二
日
の
堀
図
書
宅
、
同
月
六
日
の
佐
治
角

右
衛
門
宅
に
て
も
、
同
様
の
評
議
で
出
席
し
た
。

・
こ
こ
で
、『
家
譜
簿　

一
』
は
、
終
わ
る
。
巻
末
に
、「
角
住
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
印
が
押
し

て
あ
る
。
筆
写
し
た
溝
口
養
長
の
号
で
あ
ろ
う
か
。

【
家
譜
簿　

二
】

　

こ
こ
で
、
溝
口
家
の
『
家
譜
簿
』
は
、
別
冊
子
と
な
る
。
見
返
し
に
は
、「
万
延
元
庚
申
年
、

源
養
長
七
十
一
才
、拝
写
之
」
と
あ
る
。『
一
』
と
比
べ
て
、『
二
』
は
分
量
的
に
半
分
以
下
で
あ
る
。

ま
た
、
筆
写
し
た
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
五
十
年
以
上
前
の
時
点
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

養
長
は
、
そ
れ
以
降
の
『
家
譜
簿
』
を
書
き
足
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、『
三
』

は
溝
口
家
に
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

【
安
永
九
年
の
続
き
】

・
四
月
十
五
日
、
御
居
間
書
院
に
て
、
次
の
通
り
、
御
直
々
に
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
表
御

用
部
屋
に
て
も
、
同
様
の
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
。「
溝
口
半
兵
衛
を
、
当
夏
、
堀
太
夫
の
代
わ
り

に
御
供
詰
を
仰
せ
つ
け
る
。
江
戸
表
に
ま
か
り
登
る
ま
で
の
期
間
は
、
御
裏
懸
り
と
す
る
の
で
、

溝
口
亘
理
と
共
に
相
勤
む
べ
し
」。

・
同
年
五
月
九
日
、
御
目
見
得
二
の
間
に
お
い
て
、
御
直
々
に
、
御
礼
次
第
の
序
列
を
仰
せ
付
け

ら
れ
た
。「
高
久
助
之
進
、
溝
口
半
兵
衛
、
堀
多
聞
の
順
。
御
用
人
筆
頭
と
な
す
」。

・
同
年
五
月
十
九
日
、「
御
裃
一
具
、
巻
御
裃
」
を
下
し
置
か
れ
た
。
今
日
は
御
祭
礼
が
滞
り
な

く
済
ん
だ
の
で
、殿
様
は
喜
ば
れ
、特
に
骨
を
折
っ
た
半
兵
衛
に
裃
を
下
し
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

・
同
年
五
月
二
十
一
日
、
御
発
駕
。
会
津
通
り
で
出
立
。
同
月
二
十
九
日
に
江
戸
着
。
藩
は
こ
の

年
は
、
桜
田
組
の
御
防
ぎ
を
相
勤
め
た
。

・
同
年
八
月
二
十
九
日
、
溝
口
長
三
郎
の
御
袖
留
が
、
認
め
ら
れ
た
。
御
城
代
の
山
庄
小
左
衛
門

よ
り
、
そ
の
旨
が
申
し
渡
さ
れ
た
。

・
同
年
九
月
三
日
、
溝
口
長
三
郎
が
袖
留
を
行
っ
た
。

・
同
年
九
月
四
日
、
直
温
公
が
御
逝
去
さ
れ
た
。
同
月
十
二
日
か
ら
御
虞
祭
が
行
わ
れ
る
が
、
そ

れ
に
伴
う
御
祭
礼
の
一
件
を
世
話
す
る
よ
う
に
と
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
、（
直
温
公
の
）
御
遺
物
と
し
て
、
御
紋
付
御
羽
織
一
つ
を
下
し
置
か
れ
た
。

【
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）】

・
三
月
十
二
日
、「
お
り
の
」
と
仙
石
吉
五
郎
と
の
婚
姻
が
相
整
っ
た
。

・
同
年
三
月
十
九
日
、
表
御
用
部
屋
に
て
、
婚
姻
の
御
礼
と
し
て
「
御
肴
一
種
、
代
銀
二
匁
」
を

差
し
上
げ
た
が
、
半
兵
衛
は
在
府
中
で
留
守
中
に
付
き
、
高
山
伝
八
に
名
代
を
頼
ん
だ
。

・
同
年
閏
五
月
四
日
、
溝
口
長
三
郎
の
実
祖
母
で
あ
る
松
林
氏
の
娘
が
病
死
し
た
。

・
同
年
八
月
十
三
日
、
殿
様
の
御
帰
城
に
付
き
、
半
兵
衛
も
お
供
し
て
新
発
田
に
着
。

・
同
年
八
月
二
十
一
日
、
昨
日
の
祭
礼
に
際
し
て
、
登
城
の
時
刻
に
遅
れ
た
の
で
、
半
兵
衛
は
恐

れ
入
っ
て
、
佐
治
角
右
衛
門
に
差
し
控
え
伺
い
を
出
し
た
が
、
翌
日
、
そ
れ
に
は
及
ば
ぬ
と
い

う
挨
拶
が
あ
っ
た
。

・
同
年
十
一
月
十
五
日
、
溝
口
長
三
郎
の
姉
と
、
村
松
六
郎
次
と
の
縁
組
が
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
八
日
、
御
寝
間
書
院
に
て
、
御
直
々
に
、
溝
口
半
兵
衛
は
「
御
記
録
調
べ
方
」
を

仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。

【
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）】

・
二
月
十
四
日
、
表
通
り
の
塀
が
、
昨
夜
の
嵐
で
吹
き
倒
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
届
け
た
。

・
同
年
五
月
六
日
、
溝
口
長
三
郎
の
前
髪
を
執
り
た
い
と
い
う
願
い
が
、
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
五
月
七
日
、
溝
口
半
兵
衛
は
「
御
子
様
方
な
ら
び
に
御
裏
向
き
御
用
懸
り
」
を
仰
せ
つ
け

ら
れ
た
。

・
同
年
五
月
十
三
日
、
溝
口
半
兵
衛
は
御
記
録
方
に
精
勤
し
た
の
で
、「
三
百
疋
」
を
下
し
置
か

れ
た
。

・
同
年
七
月
五
日
、
家
屋
の
大
破
が
捨
て
置
き
が
た
い
の
で
、
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
、
自
分
の
才
覚

で
（
自
費
で
）
建
て
替
え
す
る
こ
と
に
し
、
盆
の
後
か
ら
取
り
か
か
る
こ
と
を
届
け
出
た
。
普

請
中
は
、
湯
浅
権
左
衛
門
方
へ
同
居
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
届
け
出
た
。
同
月
十
六
日
、
明
日

か
ら
取
り
か
か
る
の
で
、
湯
浅
家
に
引
っ
越
す
旨
、
届
け
出
た
。

・
同
年
八
月
二
日
、
来
月
三
日
と
四
日
に
行
わ
れ
る
浄
名
院
様
三
回
忌
の
御
法
事
御
用
懸
り
を
仰

せ
つ
か
っ
た
。
浄
名
院
様
の
御
影
御
用
懸
り
も
仰
せ
つ
か
っ
た
。
御
影
（
肖
像
画
）
の
筆
者
は
、

浄
公
お
付
き
を
相
勤
め
た
平
瀬
喜
作
昌
春
で
、
そ
れ
が
出
来
上
が
る
九
月
二
日
ま
で
に
半
兵
衛

が
宝
光
寺
に
持
参
し
て
、
住
職
に
渡
す
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

・
同
年
十
月
五
日
、
溝
口
長
三
郎
姉
と
、
村
松
六
郎
次
と
の
不
縁
届
け
を
出
し
た
。

・
同
年
十
月
九
日
、
奉
先
堂
の
御
祭
典
一
件
に
つ
き
、
不
念
（
不
行
き
届
き
）
の
こ
と
が
あ
っ
た
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の
で
、
差
し
控
え
伺
い
を
出
し
た
が
、
翌
十
日
に
、
そ
れ
に
は
及
ば
ぬ
と
い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
。

・
同
年
十
一
月
一
日
、
溝
口
半
兵
衛
は
「
銀
一
枚
」
を
下
し
置
か
れ
た
。
浄
名
院
様
三
回
忌
法
事

な
ら
び
に
御
影
御
用
を
、
す
べ
て
取
り
仕
切
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
下
し
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

・
同
年
十
一
月
十
二
日
、
来
る
十
八
日
の
永
之
進
様
の
下
帯
初
御
祝
い
に
つ
き
、
下
帯
を
差
し
上

げ
る
よ
う
に
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
十
一
月
十
九
日
、
永
之
進
様
の
御
下
帯
を
差
し
上
げ
た
こ
と
に
対
し
て
、
殿
様
か
ら
五
百

疋
が
下
し
置
か
れ
た
。
永
之
進
様
か
ら
も
二
百
疋
が
、
御
用
人
月
番
を
通
し
て
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
家
作
が
出
来
た
の
で
引
っ
越
し
、
月
番
年
寄
に
届
け
た
。

【
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）】

・
六
月
末
よ
り
、
信
州
浅
間
嶽
が
噴
火
し
た
。
同
年
六
月
二
十
八
日
、
新
発
田
で
も
、
砂
が
降
る

こ
と
、
雨
の
如
く
で
あ
っ
た
。

・
同
年
七
月
二
十
一
日
よ
り
、
瘧
疾
に
な
り
、
引
き
こ
も
っ
た
、
八
月
十
一
日
か
ら
、
出
勤
し
た
。

・
同
年
八
月
十
六
日
、
表
御
用
部
屋
に
て
、
次
の
通
り
仰
せ
つ
か
っ
た
。「
半
兵
衛
の
弟
の
貢
を
、

定
之
進
の
大
病
に
付
き
、
養
子
に
差
し
出
す
と
い
う
願
い
を
認
め
る
」。
半
兵
衛
と
嶋
村
小
十
郎

が
、
こ
の
旨
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
嶋
村
は
、
病
気
中
の
定
之
進
の
名
代
で
あ
る
。

・
同
年
十
月
一
日
、
溝
口
長
三
郎
姉
の
「
捨
」
が
、
先
月
二
十
七
日
に
家
出
し
て
、
所
々
を
尋

ね
た
の
だ
が
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
思
い
当
た
る
出
奔
先
の
届
け
を
出
し
た
。
同
月
三
日
、

正
式
の
出
奔
の
届
け
を
出
し
た
。
半
兵
衛
は
、
即
日
、
恐
れ
入
り
奉
り
、
差
し
控
え
の
伺
い
を

出
し
た
が
、
翌
日
、
そ
れ
に
は
及
ば
ぬ
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

・
同
年
十
月
九
日
、
御
目
見
得
三
の
間
に
お
い
て
、
溝
口
貢
に
次
の
通
り
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
。

な
お
、
堀
善
太
夫
が
同
席
し
た
。「
そ
の
方
の
亡
父
の
定
之
進
は
、
ま
じ
め
に
御
奉
公
を
相
務
め

た
の
で
、
跡
式
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
、
知
行
百
二
十
石
を
下
し
置
か
れ
る
。
こ
れ
か
ら
謹
ん
で

勤
務
す
る
よ
う
に
。
佐
治
角
右
衛
門
組
付
と
す
る
の
で
、そ
の
指
図
に
従
う
こ
と
。
御
礼
次
第
は
、

田
中
権
太
夫
、
溝
口
貢
、
布
施
半
平
の
序
列
と
す
る
。
組
付
次
第
は
、
田
中
権
太
夫
、
溝
口
貢
、

速
水
六
左
衛
門
の
序
列
と
す
る
」。

・
同
年
六
月
十
五
日
、
溝
口
貢
は
、
跡
式
相
続
の
御
礼
と
し
て
、
殿
様
へ
二
百
疋
を
木
地
台
に
載

せ
、
若
殿
様
へ
は
百
疋
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
十
月
二
十
四
日
、
溝
口
貢
は
地
廻
り
の
お
供
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
九
日
、
溝
口
長
三
郎
は
、
来
る
十
五
日
に
御
目
見
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
五
日
、
溝
口
長
三
郎
か
ら
、
初
め
て
御
目
見
得
を
許
さ
れ
た
御
礼
と
し
て
、
銀

子
二
匁
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
五
日
、
溝
口
半
兵
衛
は
、
御
居
間
書
院
に
お
い
て
、
御
直
々
に
仰
せ
つ
か
っ
た
。

「
来
夏
の
江
戸
御
参
勤
の
節
は
、
お
供
詰
す
る
よ
う
に
」。
同
日
、
溝
口
貢
も
江
戸
お
供
詰
め
を

仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
八
日
、
溝
口
半
兵
衛
へ
、
表
御
用
部
屋
に
て
次
の
通
り
仰
せ
付
け
が
あ
り
、
御

寝
間
に
召
し
て
お
話
が
あ
っ
た
。「
医
学
館
掛
り
を
仰
せ
つ
け
る
の
で
、
山
庄
小
左
衛
門
と
申
し

合
わ
せ
、
諸
生
の
出
席
等
が
増
す
よ
う
に
世
話
を
す
る
こ
と
」。

・
同
年
十
二
月
十
八
日
の
夜
、
堀
多
門
か
ら
、
次
の
よ
う
な
御
内
意
が
あ
っ
た
。
他
の
年
寄
中
に

も
申
し
聞
か
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
差
し
控
え
伺
い
の
儀
で
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。「
先

年
の
江
戸
詰
の
節
、
御
目
付
中
な
ど
と
一
緒
に
藩
邸
か
ら
他
行
い
た
し
、
小
屋
で
酒
盛
り
等
も

あ
っ
た
。
正
月
上
旬
に
も
他
行
等
い
た
し
、
御
役
方
に
つ
き
不
行
き
届
き
の
こ
と
が
あ
っ
た
。

今
度
の
江
戸
で
の
お
供
詰
め
中
は
、
先
年
の
よ
う
な
不
謹
慎
が
な
い
よ
う
に
致
す
べ
し
」。

【
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）】

・
正
月
三
日
、
今
朝
の
御
礼
の
節
、
遅
刻
し
た
の
で
、
差
し
控
え
伺
い
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
同
日

夕
方
、
そ
の
儀
に
及
ば
ぬ
と
い
う
挨
拶
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
裏
御
用
部
屋
へ
御
拵
え
の
た
め

に
い
た
と
こ
ろ
、
御
目
付
の
誰
も
延
引
を
知
ら
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
御
目
付
当
番
の

加
藤
勘
左
衛
門
が
差
し
控
え
伺
い
を
出
し
た
こ
と
に
関
し
て
で
あ
る
。

・
同
年
閏
正
月
八
日
、
松
平
肥
後
守
様
の
家
来
で
あ
る
上
田
三
太
夫
が
内
用
が
あ
っ
て
、
当
国
へ

差
し
下
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
半
兵
衛
と
文
通
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
、「
去
年
の
卯
年
、
会

津
表
は
凶
作
で
あ
っ
て
、
家
中
の
御
扶
助
も
難
渋
し
て
い
る
の
で
、
米
一
万
俵
を
無
心
す
る
た

め
の
掛
合
に
き
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
半
兵
衛
は
、
数
度
、
三
太
夫
と
の
掛
合
を
仰
せ
つ
か

っ
た
が
、
会
津
藩
か
ら
は
金
の
決
裁
は
な
く
、
身
元
質
と
し
て
町
人
・
百
姓
を
十
三
人
調
達
す

る
が
、
金
の
決
裁
と
御
引
き
替
え
は
出
来
難
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

・
同
年
閏
正
月
九
日
、
上
田
三
太
夫
か
ら
、
次
の
品
物
を
送
っ
て
き
た
の
で
、
受
け
取
っ
て
よ
い

か
を
お
伺
い
し
た
う
え
で
、受
納
し
た
。「
盃
台
、朱
塗
金
に
て
信
夫
蒔
絵
、一
箱
」「
生
鮭
、二
疋
」。

・
同
月
十
日
、
半
兵
衛
宅
に
上
田
三
太
夫
が
立
ち
寄
っ
た
。
ま
た
同
月
十
六
日
に
は
、
三
太
夫
の

旅
宿
で
あ
る
当
町
鍵
屋
喜
左
衛
門
宅
へ
半
兵
衛
が
出
向
き
、
御
用
向
き
の
掛
合
を
し
た
。
同
月

十
五
日
、
三
太
夫
は
登
城
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
殿
様
御
直
々
に
お
尋
ね
が
あ
っ
た
。
上
田
三
太

夫
か
ら
は
、「
会
津
細
工
、
象
眼
笥
、
一
分
三
厘
」
が
献
上
さ
れ
、
上
田
へ
も
下
し
物
が
あ
り
、

半
兵
衛
が
手
渡
し
た
。

・
同
年
二
月
三
日
、
嫡
子
俊
太
郎
が
出
生
し
た
。

・
同
年
二
月
五
日
、
会
津
家
中
上
田
三
太
夫
よ
り
、
飛
脚
が
来
て
、
肥
後
守
様
よ
り
銀
五
枚
を
下
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し
置
か
れ
た
。

・
同
年
三
月
十
三
日
、
表
御
用
部
屋
に
て
、
溝
口
貢
と
長
井
平
馬
に
対
し
て
、「
貢
と
長
井
平
馬

の
娘
と
の
縁
組
を
認
め
る
」
と
の
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
。

・
同
年
四
月
五
日
、
召
仕
の
若
党
小
藤
太
が
養
子
と
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
五
月
八
日
、
そ

の
養
父
が
同
心
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
四
月
二
十
九
日
、
御
目
見
得
二
の
間
に
お
い
て
、
溝
口
長
三
郎
は
次
の
通
り
仰
せ
つ
け
ら

れ
た
。
堀
善
太
夫
が
同
席
し
た
。「
そ
の
方
は
、
年
頃
に
も
な
っ
た
の
で
、
御
知
行
七
十
石
を
下

し
置
か
れ
る
。
五
番
組
付
と
し
、
寄
附
に
御
番
入
り
と
な
る
の
で
、
謹
ん
で
相
勤
め
る
よ
う
に
。

御
礼
次
第
は
、
小
幡
惣
十
郎
、
溝
口
長
三
郎
、
由
良
弥
太
夫
の
順
。
組
付
次
第
は
、
嶋
村
小
十
郎
、

溝
口
長
三
郎
、
神
崎
政
孝
の
順
」。

・
同
年
五
月
一
日
、
溝
口
長
三
郎
か
ら
次
の
よ
う
に
差
し
上
げ
て
御
礼
と
し
た
。
知
行
と
組
付
の

御
礼
と
し
て
、「
巻
鯛
、
木
地
へ
ぎ
」。
若
殿
様
へ
も
、
銀
子
十
匁
。

・
同
年
五
月
十
二
日
、
溝
口
長
三
郎
は
、
御
知
行
の
御
印
紙
を
頂
戴
し
た
。

・
同
年
五
月
十
八
日
、
御
発
駕
に
つ
き
、
半
兵
衛
は
会
津
通
り
の
お
供
に
て
登
り
、
同
月
二
十
六

日
に
江
戸
着
。
溝
口
貢
も
、
同
じ
。
七
月
一
日
、
松
平
伊
賀
守
様
の
代
わ
り
に
、
藩
は
大
手
組

御
防
ぎ
を
相
勤
め
た
。

・
同
年
七
月
一
日
、
溝
口
長
三
郎
は
、
御
厩
の
稽
古
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
七
月
四
日
、
溝
口
長
三
郎
は
「
佐
太
夫
」
と
改
名
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
十
一
月
十
五
日
、
半
兵
衛
の
実
名
を
「
長
裕
」
と
改
名
し
た
。

・
同
年
十
一
月
十
六
日
、
溝
口
佐
太
夫
と
、
林
松
三
郎
の
妹
と
の
殿
縁
組
が
認
め
ら
れ
た
。

【
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）】

・
正
月
二
十
九
日
、
藩
が
、
細
川
能
登
守
に
代
わ
っ
て
、
神
田
橋
の
御
門
番
を
勤
め
る
こ
と
と
な

り
、
溝
口
貢
は
こ
の
番
の
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

・
同
年
八
月
四
日
、
半
兵
衛
が
、
以
前
か
ら
病
気
が
ひ
ど
く
な
っ
て
快
復
の
見
込
み
が
な
い
の
で
、

新
発
田
へ
の
帰
郷
を
願
い
出
て
い
た
が
、
や
っ
と
認
め
ら
れ
た
。
八
月
六
日
に
、
江
戸
を
出
立
。

同
十
五
日
に
、
新
発
田
に
到
着
し
た
。
溝
口
貢
も
、
半
兵
衛
を
看
病
す
る
た
め
に
、
帰
郷
を
願

い
出
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
認
め
ら
れ
た
。
半
兵
衛
の
帰
郷
に
同
伴
し
て
、
町
医
の
佐
藤
寿

庵
も
修
行
の
た
め
に
江
戸
に
出
て
い
た
の
で
、
彼
を
同
伴
し
た
。
そ
の
他
に
、
同
伴
者
が
二
名

い
た
。

・
同
年
八
月
二
十
五
日
。
溝
口
佐
太
夫
は
、
出
火
の
節
に
は
、
稲
荷
橋
の
固
め
を
す
る
よ
う
に
と

仰
せ
付
か
っ
た
。

・
同
年
八
月
二
十
八
日
。
半
兵
衛
の
病
が
、
追
い
追
い
快
方
に
向
か
っ
た
の
で
、
歩
行
（
外
出
）

す
る
こ
と
が
願
い
の
通
り
に
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
九
月
三
十
日
。
溝
口
貢
と
長
井
平
馬
の
娘
と
の
婚
姻
が
、
整
っ
た
。

・
同
年
十
月
五
日
。
溝
口
貢
は
、
婚
姻
の
御
礼
と
し
て
、
御
樽
代
二
匁
を
差
し
上
げ
た
。
同
日
、

貢
の
江
戸
詰
中
の
御
番
方
が
皆
勤
だ
っ
た
の
で
、
御
目
録
二
百
疋
が
下
し
置
か
れ
た
。

・
十
二
月
四
日
。
堀
太
夫
宅
の
寄
合
の
席
に
て
、
次
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
半

兵
衛
は
、「
若
殿
様
御
退
身
の
一
件
」
に
付
き
、
十
一
月
一
日
か
ら
、
病
身
を
押
し
て
出
勤
し
て

い
た
。
こ
の
日
（
十
二
月
四
日
）
の
半
兵
衛
へ
の
仰
せ
付
け
の
内
容
は
、「
江
戸
表
の
御
用
人
の

人
数
が
少
な
い
の
で
、
半
兵
衛
は
出
府
し
て
江
戸
詰
す
る
よ
う
に
」
と
の
こ
と
。
支
度
が
で
き

次
第
、
な
る
べ
く
速
く
江
戸
に
出
府
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

【
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）】

・
正
月
元
日
。
日
蝕
。

・
正
月
十
二
日
。
次
の
通
り
、
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
半
兵
衛
は
病
な
の
で
、
溝
口
貢
が
名
代
と
し

て
承
っ
た
。「
昨
年
十
二
月
に
、
な
る
べ
く
速
く
江
戸
に
出
府
す
べ
く
仰
せ
付
け
た
と
こ
ろ
、
半

兵
衛
か
ら
は
、
不
快
が
聢し
か

と
も
改
ま
ら
な
い
、
そ
の
上
に
、
寒
邪
気
が
ま
た
ま
た
塞
が
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
江
戸
出
府
は
差
し
延
べ
に
し
て
ほ
し
い
と
の
願
書
が
あ
っ
た
が
、
藩

主
の
お
聴
き
に
な
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
江
戸
詰
の
儀
は
、
し
ば
ら
く
御
免
と
す
る
の
で
、
そ

の
間
、
ゆ
る
ゆ
る
と
療
養
い
た
す
が
よ
い
と
の
思
し
召
し
が
あ
っ
た
」。

・
同
年
二
月
二
日
よ
り
、
半
兵
衛
は
病
を
押
し
て
出
勤
し
た
。
こ
の
た
び
の
「
御
退
身
」（
若
殿

様
を
め
ぐ
る
激
動
）
の
一
件
を
め
ぐ
る
対
策
の
た
め
の
出
勤
で
あ
る
。
こ
の
月
二
十
一
日
、
貸

金
の
う
ち
三
分
の
一
に
あ
た
る
、
十
五
両
永
百
六
十
六
文
六
分
七
厘
が
お
渡
し
に
な
っ
た
。

・
同
年
三
月
九
日
。
御
目
見
二
ノ
間
に
お
い
て
、
溝
口
亘
理
、
お
よ
び
目
付
の
板
倉
理
兵
衛
が
同

席
し
て
、
次
の
通
り
溝
口
内
匠
か
ら
、
半
兵
衛
に
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
。「
家
老
と
し
て
の
御
仕

置
き
の
役
、
な
ら
び
に
組
頭
の
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
御
加
増
は
二
百
石
。
こ
れ
ま
で
と
併

せ
て
七
百
石
に
な
る
の
で
、
御
役
中
は
入
念
に
仕
事
に
勤
め
る
よ
う
に
。
ま
た
、
中
柄
傘
の
待

遇
と
す
る
の
で
、
役
料
と
し
て
米
五
十
俵
も
下
さ
れ
る
。
御
礼
次
第
は
、
佐
治
角
右
衛
門
・
溝

口
半
兵
衛
・
掘
太
夫
の
順
と
す
る
」。

　

同
日
、
大
書
院
に
お
い
て
、
半
兵
衛
が
組
頭
と
な
っ
た
組
の
者
た
ち
は
半
兵
衛
の
指
図
に
従

う
よ
う
に
と
お
達
し
が
あ
っ
て
、
半
兵
衛
は
組
の
藩
士
た
ち
を
謁
し
た
。
ま
た
、
溜
ノ
間
詰
の

役
人
に
も
、
同
様
に
謁
し
た
。

・
同
年
三
月
十
三
日
。
窪
田
平
兵
衛
宅
に
お
い
て
。
溝
口
亘
理
が
立
ち
会
い
と
な
っ
て
、
御
家
老
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役
の
誓
詞
を
差
し
出
し
た
。

・
同
年
三
月
十
五
日
。
半
兵
衛
に
、（
家
老
職
と
組
頭
へ
の
）
昇
進
と
加
増
の
二
つ
の
慶
事
へ
の

お
礼
を
届
け
る
よ
う
に
、達
し
が
あ
っ
た
。
届
け
る
相
手
で
あ
る
藩
主
た
ち
は
江
戸
に
い
る
の
で
、

使
者
に
次
の
通
り
の
物
を
差
し
上
げ
さ
せ
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

殿
へ
の
お
礼
。
家
老
と
組
頭
に
な
っ
た
お
礼
に
、太
刀
一
腰
。
馬
代
、銀
三
枚
。
加
増
の
お
礼
に
、

銀
子
一
枚
（
木
地
台
）。

　

若
殿
へ
の
お
礼
。
家
老
と
組
頭
に
な
っ
た
お
礼
に
、
御
肴
一
種
（
木
地
台
）、
御
樽
代
五
百
疋
。

加
増
の
お
礼
に
、
御
樽
代
銭
百
疋
（
木
地
台
）。

　

清
源
院
様
へ
の
お
礼
。
二
つ
の
役
職
と
、
加
増
の
お
礼
と
し
て
、
御
肴
一
種
（
木
地
台
）。
御

樽
代
、
銭
百
疋
（
木
地
台
）。

　

以
上
の
献
上
品
は
、
三
月
二
十
五
日
に
、
召
使
い
の
橋
本
伊
佐
右
衛
門
に
持
た
せ
て
江
戸
に

届
け
た
。
四
月
九
日
、
御
披
露
が
済
ん
だ
。

・
同
年
三
月
十
九
日
。
半
兵
衛
宅
に
て
、
同
役
（
家
老
た
ち
）
の
初
め
て
の
寄
合
が
催
さ
れ
た
。

・
同
年
五
月
七
日
。
寄
合
の
席
上
で
、
溝
口
内
匠
よ
り
申
し
聞
か
さ
れ
た
。「
以
前
に
、
お
役
目

と
し
て
、
御
記
録
調
べ
方
、
な
ら
び
に
医
学
館
御
用
懸
り
を
仰
せ
付
け
た
が
、
こ
の
二
つ
と
も

御
免
と
な
る
（
役
職
を
解
く
）」。

・
同
年
七
月
五
日
。
御
目
見
二
ノ
間
に
お
い
て
、
半
兵
衛
は
、
次
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。「
江

戸
表
は
、
こ
の
節
、
御
用
が
多
い
の
で
、
出
府
を
仰
せ
付
け
る
。
今
月
の
下
旬
ま
で
に
は
必
ず

出
立
す
る
よ
う
に
」。

・
同
年
七
月
二
十
六
日
。
道
中
の
付
き
添
い
と
し
て
、
山
内
甫
右
衛
門
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

去
年
以
来
の
不
快
が
、
今
以
て
、
し
か
と
も
治
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

・
同
年
七
月
二
十
九
日
、
江
戸
に
向
け
て
出
発
。
会
津
通
り
の
登
り
。
会
所
役
人
の
片
山
曾
太
夫

を
召
し
連
れ
て
、
八
月
九
日
に
江
戸
に
到
着
。

・
同
年
八
月
十
三
日
。
半
兵
衛
へ
の
観
浄
院
様
か
ら
の
送
り
物
が
、
次
の
通
り
、
御
納
戸
か
ら
下

し
置
か
れ
た
。
中
山
喜
右
衛
門
が
使
者
で
あ
っ
た
。「
御
紋
付
御
熨
斗
目
御
小
袖
を
一
つ
、
御
裃

を
一
具
」。

・
同
年
九
月
十
二
日
。
半
兵
衛
の
家
の
替
紋
は
「
井
桁
崩
し
棒
違
」
を
付
け
て
き
た
の
を
、「
二

本
増
井
桁
菱
」
御
紋
に
変
え
た
い
と
い
う
こ
と
を
、
か
ね
が
ね
願
い
置
い
て
い
た
と
こ
ろ
、「
溝

口
と
い
う
同
姓
で
あ
る
か
ら
、
自
由
に
付
け
て
よ
ろ
し
い
」
と
い
う
結
論
が
、
佐
藤
八
右
衛
門

を
も
っ
て
、「
御
免
＝
許
可
」
の
書
き
付
け
一
通
と
共
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
里
村

次
兵
衛
へ
、
書
き
付
け
を
も
っ
て
相
届
け
た
。

・
同
年
九
月
十
三
日
。
梶
新
五
左
衛
門
・
鈴
木
三
太
夫
・
寺
田
武
兵
衛
の
三
人
の
用
人
か
ら
、
こ

の
た
び
の
「
御
退
譲
」
に
伴
っ
て
、
半
兵
衛
に
「
御
隠
居
の
御
用
懸
り
」
を
仰
せ
付
け
た
い
と

殿
が
思
し
召
し
で
あ
る
と
い
う
内
意
が
伝
え
ら
れ
た
。
本
来
は
こ
の
役
を
里
村
次
兵
衛
に
仰
せ

付
け
た
い
と
か
ね
が
ね
思
し
召
し
で
あ
っ
た
が
、
何
せ
高
齢
で
も
あ
る
。
里
村
に
観
浄
院
様
の

御
家
督
の
懸
り
を
仰
せ
付
け
よ
う
と
さ
れ
、
そ
の
内
意
も
得
て
い
た
が
、
そ
の
矢
先
に
逝
去
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
ま
た
ま
た
別
の
懸
り
に
命
じ
よ
う
と
し
て
も
、
里
村

は
お
請
け
致
し
か
ね
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
半
兵
衛
の
任
命
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
仰
せ
聞

か
せ
が
あ
る
が
、
ま
ず
三
人
の
用
人
に
半
兵
衛
の
意
向
を
伺
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
半

兵
衛
は
、
未
熟
の
自
分
が
大
役
に
就
く
こ
と
に
対
し
て
、
お
ぼ
つ
か
な
く
、
差
し
支
え
が
あ
る

か
も
し
れ
ぬ
の
で
、
恐
れ
奉
る
け
れ
ど
も
、
お
請
け
す
る
旨
を
申
し
上
げ
た
。

・
同
年
十
月
一
日
。
江
戸
の
御
居
間
書
院
に
て
、
御
用
人
の
梶
新
五
左
衛
門
と
御
目
付
の
小
谷

弥
惣
左
衛
門
が
同
席
し
て
、
御
用
人
の
坂
井
忠
右
衛
門
か
ら
、
次
の
通
り
、
印
紙
を
頂
戴
し
た
。

組
付
の
印
紙
が
一
通
。
御
加
増
の
御
判
物
が
一
通
。

・
同
年
十
月
十
日
。
御
寝
間
に
お
い
て
、
次
の
通
り
、
御
直
々
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。「
御
隠
居

御
家
督
の
御
用
懸
り
を
仰
せ
付
け
る
。
た
だ
し
、
用
人
中
、
坂
井
忠
右
衛
門
に
も
、
右
同
様
、

申
し
付
け
る
」。

・
同
年
閏
十
月
六
日
。
昨
夕
、
御
老
中
様
方
の
連
名
の
奉
書
が
到
来
し
た
。
殿
様
の
御
名
代
・
南

部
内
蔵
頭
様
、
若
殿
様
の
御
名
代
・
山
口
伊
豆
守
様
が
御
登
城
な
さ
っ
た
と
こ
ろ
、
江
戸
城
の

波
の
間
に
お
い
て
、
殿
様
の
御
隠
居
と
若
殿
様
の
御
家
督
が
相
違
な
き
旨
、
仰
せ
を
蒙
っ
た
。

た
だ
し
、
公
辺
の
御
用
は
、
滞
り
な
く
相
勤
め
る
よ
う
に
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

・
同
年
閏
十
月
二
十
二
日
。
俊
太
郎
の
名
前
を
、
溝
口
右
馬
允
と
改
め
た
。

・
同
年
十
一
月
十
五
日
。
御
家
督
の
御
礼
を
、
名
代
の
山
口
伊
豆
守
様
を
介
し
て
首
尾
良
く
仰
せ

上
げ
た
の
で
、
清
涼
院
様
と
観
如
院
様
は
、
半
兵
衛
と
坂
井
忠
右
衛
門
に
お
会
い
に
な
り
、
お

二
方
様
よ
り
、
御
手
ず
か
ら
、
次
の
品
を
御
用
懸
り
に
下
し
置
か
れ
た
。
た
だ
し
、
添
え
物
の

肴
は
、
御
手
ず
か
ら
で
は
な
く
、
御
次
の
間
に
て
下
し
置
か
れ
た
。「
清
涼
院
様
よ
り
は
、
白
縮

緬
一
疋
と
、
鯉
三
本
。
観
如
院
様
よ
り
は
、
琥
珀
絵
裃
の
地
二
反
と
、
鱸
二
本
」。

　

右
の
下
し
物
へ
の
御
礼
と
し
て
、
同
月
十
七
日
に
鮮
鯛
を
一
折
ず
つ
、
半
兵
衛
か
ら
お
二
方

へ
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
十
一
月
十
九
日
。
溝
口
左
太
夫
は
、
御
近
習
を
仰
せ
付
か
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
三
日
。
御
隠
居
様
よ
り
、
御
手
ず
か
ら
、
御
熨
斗
目
一
つ
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
四
日
。
御
寝
間
に
お
い
て
、御
手
ず
か
ら
、次
の
通
り
、下
し
置
か
れ
た
。「
御

刀
、
一
腰
。
御
拵
付
、
豊
後
国
宣
行
作
。
三
所
物
、
法
橋
真
乗
作
」。

　

同
日
、時
計
の
間
に
お
い
て
、御
家
督
に
つ
き
、次
の
通
り
下
し
置
か
れ
た
。「
御
紋
付
御
上
下
、
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一
具
。
御
小
袖
、
一
重
」。

・
同
年
十
二
月
二
十
七
日
。
御
家
督
御
用
懸
り
の
役
を
滞
り
な
く
勤
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
数
々

の
品
を
御
手
ず
か
ら
拝
領
し
た
こ
と
へ
の
御
礼
と
し
て
、
半
兵
衛
か
ら
も
鮮
鯛
一
折
を
、
差
し

上
げ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
七
日
。
御
納
戸
役
の
寺
尾
吉
兵
衛
か
ら
、
次
の
通
り
、
下
し
置
か
れ
た
。「
御

裏
付
き
御
上
下
、
一
具
」。

【
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）】

・
二
月
十
六
日
。
溝
口
佐
太
夫
は
、
当
夏
の
江
戸
詰
を
仰
せ
付
か
っ
た
。
翌
年
の
六
月
十
八
日
、

佐
太
夫
は
、
新
発
田
に
戻
っ
た
。

・
同
年
二
月
二
十
七
日
。
溝
口
貢
の
妻
が
、
女
子
を
出
産
し
た
。
名
前
は
、「
お
こ
と
」。
寛
政
四

年
八
月
二
十
九
日
に
、
病
死
し
た
。

・
同
年
三
月
二
十
日
。
召
仕
の
中
間
・
太
蔵
が
、
定
役
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
四
月
二
十
二
日
。
半
兵
衛
は
江
戸
を
出
立
。
信
州
通
り
の
下
り
。
五
月
四
日
に
、
新
発
田

に
到
着
。
道
中
、
医
師
の
小
浜
玄
岷
が
差
し
添
え
ら
れ
た
。

・
同
年
五
月
五
日
。
御
巡
見
御
下
向
の
節
、
沼
岡
へ
の
出
張
を
仰
せ
付
か
っ
た
。

・
同
年
八
月
十
五
日
。
御
代
替
わ
り
に
付
き
、
御
印
紙
を
渡
さ
れ
た
。
九
月
二
日
。
御
先
代
の
御

渡
し
（
一
覧
表
の
よ
う
な
も
の
か
）
が
完
成
し
て
、御
法
度
書
懸
り
の
御
用
人
中
へ
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
九
月
十
九
日
。
大
手
御
門
鍵
御
預
け
は
、
こ
れ
ま
で
山
庄
小
左
衛
門
だ
っ
た
が
、
病
気
に

付
き
、
同
日
よ
り
、
半
兵
衛
が
鍵
元
を
相
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
五
日
。
溝
口
佐
太
夫
は
、
お
手
元
骨
折
に
付
き
、
二
百
疋
を
下
し
置
か
れ
た
。

【
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）】

・
三
月
二
日
。
溝
口
貢
の
屋
敷
と
、
隣
家
の
本
川
藤
兵
衛
の
屋
敷
と
を
双
方
に
て
、
割
屋
敷
と
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
四
月
十
九
日
。
貢
の
居
宅
の
建
て
替
え
が
、
願
い
の
通
り
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
四
月
十
五
日
。「
お
な
り
」
が
出
生
し
た
。
同
月
十
七
日
。
産
穢
御
免
。

・
同
年
四
月
二
十
九
日
。
溝
口
貢
の
妻
が
男
児
を
出
産
し
た
。

・
同
年
五
月
十
二
日
。
掛
蔵
小
路
の
割
屋
敷
を
、
溝
口
佐
太
夫
が
下
し
置
か
れ
た
。
家
作
料
の

三
十
五
両
は
下
し
置
か
れ
る
の
で
、
自
分
普
請
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

・
同
年
七
月
十
四
日
。「
お
ひ
さ
」
が
出
生
し
、
翌
十
五
日
に
産
穢
御
免
。

・
同
年
八
月
十
六
日
。
召
仕
の
鳶
平
が
、
御
草
履
役
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
八
月
十
九
日
。
溝
口
佐
太
夫
と
、
林
松
三
郎
の
妹
と
の
婚
姻
が
相
整
っ
た
。

・
同
年
八
月
二
十
三
日
。
溝
口
佐
太
夫
が
、
御
樽
代
二
匁
を
差
し
上
げ
て
、
婚
姻
の
礼
と
し
た
。

【
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）】

・
正
月
二
十
三
日
。
御
巡
見
。

・
同
年
正
月
二
十
七
日
。
溝
口
半
兵
衛
は
、
次
の
通
り
、
会
所
に
お
い
て
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。「
当

春
、
速
水
九
馬
と
代
わ
っ
て
江
戸
詰
す
る
よ
う
に
。
三
月
末
、
遅
く
と
も
四
月
上
旬
ま
で
に
は

出
府
い
た
す
べ
し
」。

・
同
年
二
月
九
日
。
溝
口
佐
太
夫
が
、
当
夏
の
江
戸
詰
を
仰
せ
付
か
っ
た
。

・
同
年
三
月
二
十
三
日
。
溝
口
貢
が
、
当
夏
の
江
戸
詰
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
六
月
十
七
日
に
出

立
し
た
。
江
戸
詰
中
は
、表
御
取
次
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、翌
年
六
月
十
三
日
に
新
発
田
に
戻
っ
た
。

・
同
年
五
月
二
十
七
日
。
溝
口
佐
太
夫
は
御
手
元
御
免
と
な
り
、
御
寄
附
御
番
入
を
仰
せ
付
け
ら

れ
た
。

・
同
年
六
月
三
日
。
御
巡
見
使
の
筑
紫
従
太
郎
様
、
大
久
保
長
十
郎
様
、
堀
八
郎
右
衛
門
様
が
、

当
町
に
御
止
宿
に
つ
き
、
溝
口
内
匠
と
溝
口
半
兵
衛
は
当
町
に
出
張
し
た
。
半
兵
衛
は
、
下
町

の
皆
川
屋
三
ノ
助
宅
に
止
宿
し
た
。

・
同
年
六
月
六
日
。
召
仕
の
若
党
の
弁
六
が
、
望
み
の
通
り
、
御
門
番
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
六
月
十
四
日
。
溝
口
勘
解
由
左
衛
門
が
出
生
し
た
。

・
同
年
閏
六
月
五
日
。
御
用
部
屋
に
て
、
次
の
よ
う
に
溝
口
半
兵
衛
に
仰
せ
渡
し
が
あ
っ
た
。「
当

夏
の
江
戸
詰
を
仰
せ
付
け
た
と
こ
ろ
、
先
だ
っ
て
、
内
々
に
辞
退
し
た
い
と
い
う
書
き
付
け
を

提
出
し
た
が
、
尤
も
で
あ
る
の
で
、
当
年
の
江
戸
詰
は
御
免
と
す
る
。
来
春
に
は
、
代
わ
り
に

江
戸
詰
と
な
る
の
で
、
さ
よ
う
に
相
心
得
べ
し
」。

・
同
年
八
月
二
十
一
日
。
溝
口
佐
太
夫
は
、
出
火
の
節
に
は
、
下
町
木
戸
の
固
め
を
す
る
よ
う
に

仰
せ
付
か
っ
た
。

・
同
年
十
月
五
日
。
溝
口
半
兵
衛
に
、
次
の
通
り
、
下
し
置
か
れ
た
。「
御
紋
付
御
上
下
、
一
具
。

銀
、
二
枚
」。
こ
れ
は
、
先
の
御
役
中
、
御
記
録
御
調
べ
懸
り
を
、
半
兵
衛
が
重お
も
だ立
ち
て
、
重
要

な
御
調
べ
を
相
勤
め
て
き
た
が
、
こ
の
節
、
全
部
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
、
藩
主
が
御
喜
悦
至

極
に
思
し
召
さ
れ
た
の
に
よ
っ
て
、
下
し
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

【
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）】

・
正
月
十
八
日
。
溝
口
亘
理
宅
に
て
、
溝
口
半
兵
衛
は
次
の
通
り
、
仰
せ
付
か
っ
た
。「
去
年
の

夏
の
江
戸
詰
を
御
免
の
節
に
、
当
春
の
登
り
を
仰
せ
付
け
て
お
い
た
が
、
当
春
、
速
水
九
馬
と
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交
替
を
仰
せ
付
け
る
の
で
、
四
月
上
旬
ま
で
に
出
府
い
た
す
べ
き
こ
と
。」

・
同
年
四
月
五
日
。
半
兵
衛
は
、
出
立
。
去
年
の
冬
に
、
御
高
替
え
の
仰
せ
を
蒙
り
、
陸
奥
国
の

信
夫
郡
、
田
村
郡
、
楢
葉
郡
な
ど
、
二
万
石
高
替
え
の
村
々
を
巡
村
し
て
か
ら
江
戸
表
に
出
府

す
る
と
い
う
申
し
合
わ
せ
だ
っ
た
の
で
、
加
治
川
渡
り
、
米
沢
通
り
の
登
り
で
あ
っ
た
。
医
師

の
小
浜
玄
岷
と
会
所
役
人
の
高
木
林
太
夫
が
差
し
添
え
ら
れ
た
。
四
月
二
十
日
。
江
戸
に
到
着
。

・
六
月
十
四
日
。
有
馬
左
兵
衛
左
様
の
代
わ
り
に
、
桜
田
組
の
御
防
ぎ
を
相
勤
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

・
同
年
五
月
八
日
。
御
用
部
屋
に
て
、
目
付
の
井
上
半
太
夫
出
席
の
う
え
、
次
の
通
り
、
九
馬

か
ら
申
し
聞
か
さ
れ
た
。「
御
領
分
の
高
替
え
に
伴
い
、
自
分
の
知
行
の
う
ち
二
百
石
を
、
こ
の

節
、藩
に
返
上
し
た
き
由
の
願
い
が
あ
り
、格
別
の
存
じ
寄
り
と
殿
様
は
思
し
召
し
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
び
は
、一
統
の
知
行
を
借
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
た
、
蓮
潟
新
田
の
請
地
三
町
歩
を
藩
に
差
し
上
げ
た
い
と
い
う
願
い
も
、
殿
様
も
尤
も
な
こ

と
だ
と
思
し
召
さ
れ
た
が
、こ
れ
も
認
め
な
い
。
現
在
の
ま
ま
、所
持
す
る
よ
う
に
と
申
し
渡
す
」。

・
同
年
六
月
十
八
日
。
溝
口
三
九
郎
が
、
出
生
し
た
。

・
同
年
六
月
二
十
一
日
。
溝
口
貢
が
、
御
鉄
砲
方
を
仰
せ
付
か
っ
た
。

・
同
年
七
月
七
日
。
御
前
に
お
い
て
、
狩
野
由
信
筆
の
「
雲
中
の
福
禄
寿
」
と
い
う
御
席
絵
を
一

枚
、
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
七
月
十
日
。
里
村
官
次
か
ら
、
次
の
通
り
、
お
達
し
が
あ
っ
た
。「
旧
冬
の
過
分
の
村
替

え
に
つ
き
、
御
役
料
米
を
差
し
上
げ
た
き
趣
の
願
い
が
あ
り
、
ま
こ
と
に
尤
も
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
こ
の
た
び
は
一
統
の
御
役
料
米
を
減
じ
る
と
い
う
こ
と
に
す
る
の
で
、
願
い
の
趣
は
沙

汰
に
及
ば
な
い
」。

・
同
年
八
月
朔
日
。
溝
口
貢
は
、
御
目
見
三
ノ
間
に
お
い
て
、
次
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。「
御

目
付
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
の
で
、同
役
と
力
を
合
わ
せ
て
相
勤
め
る
よ
う
に
。
御
礼
の
次
第
は
、

御
直
々
に
、（
以
下
、
判
読
困
難
）」。

・
同
年
八
月
五
日
。
溝
口
佐
太
夫
は
、
御
鉄
砲
方
支
配
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

・
同
年
十
一
月
十
五
日
。
御
寝
間
に
お
い
て
、
半
兵
衛
は
、
御
直
々
に
、
次
の
通
り
仰
せ
付
け
ら

れ
た
。「
来
春
の
御
袖
留
と
御
元
服
の
際
の
理
髪
役
、
な
ら
び
に
来
夏
の
御
入
部
の
際
の
御
供
下

り
を
仰
せ
付
け
る
」。

・
同
年
同
月
同
日
。
矢
公
よ
り
、
堀
部
市
郎
左
衛
門
を
介
し
て
、
半
兵
衛
が
出
精
し
て
相
勤
め
て

い
る
の
で
、
何
ぞ
下
し
置
き
た
い
と
い
う
格
別
の
思
し
召
し
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。

・
同
年
十
一
月
二
十
四
日
の
夜
。
矢
公
よ
り
、
御
手
ず
か
ら
、
狩
野
常
信
筆
の
「
柳
に
鷺
」
の
御

掛
物
を
一
服
、
拝
領
し
た
。

・
同
年
十
一
月
二
十
六
日
。
松
平
伊
豆
守
が
、半
兵
衛
に
御
目
見
得
を
許
さ
れ
る
旨
を
、岩
上
九
助
、

水
野
小
一
左
衛
門
よ
り
、
手
紙
で
申
し
来
た
っ
た
。
こ
れ
は
、
半
兵
衛
の
出
精
に
つ
き
、
安
藤

彦
四
郎
様
を
も
っ
て
、
伊
豆
守
様
へ
清
涼
院
様
よ
り
の
仰
せ
ご
と
が
あ
っ
て
、
今
度
の
お
目
見

え
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
経
緯
は
、
清
公
よ
り
、
鈴
木
三
太
夫
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
た
。

・
同
年
十
一
月
二
十
九
日
。
豆
州
様
へ
の
御
目
見
え
は
、
滞
り
な
く
済
ん
だ
。
御
吸
い
物
と
御
酒

を
下
し
置
か
れ
て
、
御
意
を
蒙
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
日
。
琉
球
人
が
登
城
し
た
。
殿
様
は
お
忍
び
で
、
八
代
洲
河
辺
の
与
力
・
服
部

源
兵
衛
の
宅
へ
お
入
り
に
な
っ
た
。
半
兵
衛
も
御
供
し
た
の
で
、即
日
、御
手
ず
か
ら
、御
盃
一
つ
、

小
箪
笥
一
つ
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
九
日
。
清
涼
院
様
よ
り
、
御
上
知
御
引
き
渡
し
状
の
う
ち
に
、
書
き
損
じ
が

あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
半
兵
衛
が
心
労
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
御
手
ず
か
ら
、
小
紋
縮
緬
を
一
反
、

下
し
置
か
れ
た
。

【
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）】

・
二
月
朔
日
。
次
の
品
が
、御
手
ず
か
ら
半
兵
衛
に
下
し
置
か
れ
た
。「
御
紋
付
御
長
上
下
、一
具
」。

こ
れ
は
、
御
理
髪
役
を
仰
せ
付
け
る
に
つ
き
、
下
し
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

・
同
年
二
月
二
十
七
日
。
吉
辰
に
就
き
御
袖
留
が
あ
り
、
半
兵
衛
は
御
理
髪
を
滞
り
な
く
相
勤
め

た
。
次
の
通
り
、
半
兵
衛
か
ら
差
し
上
げ
、
ま
た
半
兵
衛
へ
下
し
置
か
れ
た
。
半
兵
衛
か
ら
差

し
上
げ
た
の
は
、「
御
笋
刀
、
一
対
、
鮮
鯛
、
一
折
」。
半
兵
衛
に
下
し
置
か
れ
た
の
は
、「
鯉
、

一
折
。
御
樽
代
、
三
百
疋
」。

・
同
年
二
月
二
十
八
日
。
殿
様
が
御
出
勤
に
て
、
初
め
て
月
次
の
御
登
城
あ
そ
ば
し
た
と
こ
ろ
、

首
尾
よ
く
済
ま
れ
た
の
で
、
清
涼
院
と
観
如
院
様
よ
り
、
次
の
通
り
、
御
手
ず
か
ら
下
し
置
か

れ
た
。「（
清
公
よ
り
）
茶
縮
緬
、
一
疋
。（
観
公
よ
り
）
帯
、
一
筋
」。

・
同
年
三
月
二
十
五
日
。
直
養
公
が
半
兵
衛
の
小
屋
に
お
腰
を
懸
け
ら
れ（
お
立
ち
寄
り
に
な
り
）、

御
多た

ば

こ
葉
粉
等
を
召
し
上
が
ら
れ
た
。
床
の
間
に
は
、
御
袖
留
の
節
に
拝
領
し
た
飾
幅
を
懸
け
て

お
い
た
の
を
御
覧
に
な
っ
た
。

・
同
年
三
月
二
十
七
日
。
月
次
の
御
出
仕
で
御
登
城
な
さ
り
、
勤
め
も
無
事
に
済
ま
れ
た
の
で
、

御
喜
悦
遊
ば
し
て
、
半
兵
衛
に
御
手
ず
か
ら
次
の
品
を
下
し
置
か
れ
た
。「
御
振
袖
御
紋
付
御
羽

織
、
一
つ
」。

・
同
年
三
月
二
十
七
日
。
清
涼
院
様
よ
り
、
七
十
の
御
賀
に
つ
き
、
老
女
を
も
っ
て
、
半
兵
衛
に
、

次
の
品
が
下
し
置
か
れ
た
。「
三
つ
組
御
盃
、
若
松
に
露
の
蒔
絵
、
一
箱
」。

・
同
年
五
月
六
日
。
御
前
髪
を
お
執
り
に
な
る
の
で
、
御
理
髪
役
を
滞
り
な
く
相
勤
め
た
。
次
の
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通
り
、
差
し
上
げ
、
ま
た
下
し
置
か
れ
た
。「（
半
兵
衛
に
下
し
置
か
れ
た
品
）
御
帷
子
、
一
重
。

鮮
鯛
、
一
折
。
銀
子
、
二
枚
」。「（
半
兵
衛
よ
り
差
し
上
げ
た
品
）
御
樽
、
一
荷
。
鮮
鯛
、
一
折
」。

・
同
年
同
月
同
日
。
清
涼
院
様
、
観
如
院
様
よ
り
、
御
手
ず
か
ら
、
次
の
通
り
、
下
し
置
か
れ
た
。

「（
清
公
よ
り
）
上
下
地
、
一
反
。（
観
公
よ
り
）
絵
縮
緬
、
一
反
」。

・
同
年
六
月
十
九
日
。
直
養
公
よ
り
、
服
部
市
郎
左
衛
門
が
御
使
い
と
な
っ
て
、
去
年
よ
り
、
大

事
な
御
用
向
き
を
幾
つ
も
半
兵
衛
が
相
勤
め
て
出
精
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
今
度
の
御
入
部

の
御
供
も
相
勤
め
る
の
で
、
新
発
田
に
到
着
す
る
日
に
用
い
る
よ
う
に
と
、
半
兵
衛
に
次
の
品

を
下
し
置
か
れ
た
。「
銀
亀
甲
象
眼
御
鐙
、
一
具
。
箱
入
、
加
州
永
次
作
」。

・
同
年
六
月
二
十
一
日
。
御
入
部
に
つ
き
、
御
納
戸
方
を
も
っ
て
、
半
兵
衛
に
、
次
の
通
り
下
し

置
か
れ
た
。「
御
上
下
、
一
具
。
御
帷
子
、
一
つ
」。

・
同
日
。
次
の
通
り
、
清
涼
院
様
、
観
如
院
様
よ
り
、
半
兵
衛
に
、
両
家
老
を
も
っ
て
下
し
置
か

れ
た
。「（
清
公
よ
り
）
袖
上
下
、
一
具
。
御
硯
蓋
、
二
面
、
箱
入
」。「（
観
公
よ
り
）
縮
、
一
反
」。

・
同
年
六
月
二
十
三
日
。
御
発
駕
。
会
津
通
り
。
七
月
三
日
に
御
入
部
。
半
兵
衛
も
御
供
し
て
新

発
田
に
到
着
。

・
同
年
八
月
二
十
一
日
。
次
の
通
り
、
半
兵
衛
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。「（
半
兵
衛
の
）
妹
で
、
故
・

仙
石
蔀
の
妻
、
年
少
に
付
き
、
双
方
熟
談
の
う
え
で
、
溝
口
家
に
引
き
取
り
戻
し
た
き
旨
、
願

い
の
通
り
に
認
め
る
」。

・
同
年
八
月
晦
日
。
溝
口
貢
の
妹
と
、
里
村
鉄
之
助
と
の
縁
組
が
、
願
い
の
通
り
に
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
五
日
。
溝
口
貢
は
、
来
夏
の
御
供
詰
を
仰
せ
付
か
っ
た
。

【
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）】

・
正
月
二
十
六
日
。
溝
口
佐
太
夫
を
、
再
び
御
近
従
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
二
月
二
十
四
日
、
佐

太
夫
は
当
夏
の
江
戸
御
供
詰
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
六
月
十
六
日
、「
お
さ
め
」
が
出
生
し
た
。

・
同
年
八
月
十
二
日
。「
お
わ
り
」
が
出
生
し
た
。

【
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）】

・
正
月
十
六
日
、
御
会
所
に
お
い
て
、
半
兵
衛
に
当
夏
の
江
戸
御
留
守
詰
め
を
仰
せ
つ
け
る
旨
、

江
戸
表
か
ら
言
っ
て
き
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

・
同
年
二
月
一
日
、
御
叙
爵
を
蒙
っ
た
お
祝
い
と
し
て
、
半
兵
衛
に
、
五
百
疋
が
下
し
置
か
れ
た
。

こ
れ
は
、
時
計
の
間
詰
め
の
年
寄
と
用
人
の
全
員
が
下
し
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

・
同
年
二
月
十
六
日
、
五
十
公
野
組
内
絵
見
前
潟
水
面
の
場
所
抱
地
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
三
月
十
三
日
、
半
兵
衛
の
妹
と
、
湯
浅
斎
と
の
後
妻
縁
組
が
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
四
月
十
八
日
、「
お
り
の
」
が
湯
浅
斎
の
家
へ
引
っ
越
し
、
婚
姻
が
相
整
っ
た
。

・
同
年
五
月
十
六
日
、御
留
守
詰
め
の
た
め
、会
津
通
り
で
江
戸
に
登
り
、同
月
二
十
五
日
に
到
着
。

・
同
年
十
二
月
五
日
、
次
の
通
り
に
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
が
、
半
兵
衛
は
江
戸
に
出
て
新
発
田
を

留
守
に
し
て
い
た
の
で
、
名
代
と
し
て
堀
善
太
夫
を
差
し
出
し
た
。「
半
兵
衛
の
倅
・
右
馬
允
に
、

思
し
召
し
に
よ
っ
て
、
来
年
正
月
二
日
の
御
目
見
得
を
仰
せ
つ
け
る
」。

・
同
年
十
二
月
十
九
日
、
溝
口
貢
と
溝
口
佐
太
夫
は
、
来
夏
の
御
供
詰
め
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
一
日
、
矢
公
よ
り
半
兵
衛
に
、
骨
を
折
っ
て
相
勤
め
て
い
る
の
で
、
河
村
千

蔵
を
介
し
て
、「
八
丈
縮
、
一
反
」
が
下
し
置
か
れ
た
。

【
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）】

・
正
月
二
日
、
溝
口
右
馬
允
の
初
め
て
の
御
目
見
得
の
御
礼
と
し
て
、
銀
子
五
匁
を
差
し
上
げ
た
。

御
隠
居
様
へ
は
、
銀
子
三
匁
。
半
兵
衛
か
ら
も
御
隠
居
様
へ
、
湯
浅
斎
を
名
代
と
し
て
、
御
肴

一
種
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
正
月
二
十
八
日
、
溝
口
右
馬
允
は
、
二
階
下
詰
め
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
二
月
十
二
日
、「
お
貞
」
が
出
生
し
た
。

・
同
年
六
月
五
日
、
清
涼
院
様
よ
り
、
詰
中
、
段
々
の
御
用
向
き
の
取
り
計
ら
い
方
に
つ
い
て
、

柄
下
様
（
豆
州
公
の
こ
と
で
あ
る
）
か
ら
御
噂
な
ど
が
あ
っ
た
う
え
に
、
蟄
居
の
儀
も
半
兵
衛

が
滞
り
な
く
取
り
は
か
ら
っ
た
の
で
、
御
意
の
み
で
御
印
が
な
く
て
は
い
か
が
か
と
い
う
こ
と

で
、
病
中
の
御
床
の
中
か
ら
、
御
手
ず
か
ら
琥
珀
縮
み
裏
付
き
裃
地
一
反
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
六
月
十
二
日
、
直
養
公
よ
り
、
詰
中
に
出
精
し
た
の
で
、
御
意
の
上
、
御
手
ず
か
ら
、
御

印
蔵
を
下
し
置
か
れ
た
。
泰
重
作
の
緒
〆
、
根
付
と
も
ど
も
授
か
っ
た
。

・
同
年
六
月
十
四
日
、
清
涼
院
様
よ
り
、（
半
兵
衛
が
新
発
田
へ
）
ま
か
り
下
る
に
つ
き
、
御
手

ず
か
ら
半
兵
衛
に
下
し
置
か
れ
た
。「
御
裃
地
、
一
反
。
御
手
品
、
数
々
。
そ
の
ほ
か
、
妻
へ
進

ぜ
る
た
め
の
絽
帷
子
地
、
一
反
」。

・
同
年
六
月
十
六
日
、
御
留
守
中
に
出
精
し
て
相
勤
め
た
こ
と
、
な
ら
び
に
清
涼
院
様
の
御
病
気

中
に
心
労
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
御
意
の
上
で
半
兵
衛
に
御
手
ず
か
ら
、「
夏
御
継
裃
、
一
具
」

が
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
日
、
御
在
所
へ
ま
か
り
下
る
に
つ
き
、
御
帷
子
一
つ
を
、
御
納
戸
か
ら
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
日
、
清
涼
院
様
と
観
如
院
様
よ
り
、
翌
月
に
出
立
す
る
に
つ
き
、
縮
緬
、
一
反
ず
つ
を
、
交

御
肴
一
箱
ず
つ
を
添
え
て
、
半
兵
衛
に
下
し
置
か
れ
た
。

【
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）】
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・
三
月
二
十
六
日
、
四
郎
丸
八
が
出
生
し
た
。

・
同
年
八
月
三
日
、
召
仕
の
若
党
衆
助
が
、
願
い
の
通
り
に
御
足
軽
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
八
月
十
六
日
、
召
仕
草
履
取
の
甚
七
が
、
御
草
履
取
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
八
月
二
十
六
日
、
半
兵
衛
は
、
次
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。「
そ
の
方
は
勝
手
向
き
が

手
狭
に
な
り
、
御
用
向
き
に
も
差
し
支
え
る
の
で
、
こ
の
た
び
継
ぎ
足
し
普
請
を
望
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、
経
済
的
に
難
渋
し
て
い
る
旨
を
お
聞
き
お
呼
ば
れ
、
金
五
十
両
を
渡
さ
れ
る
」。

・
同
年
九
月
一
日
、
沢
田
平
左
衛
門
の
母
が
病
死
し
た
。
父
方
の
叔
母
で
あ
る
の
で
、
忌
中
届
け

を
出
し
た
。

・
同
年
九
月
十
三
日
、「
お
静
」
が
出
生
し
た
。

・
同
年
九
月
十
八
日
、
半
兵
衛
の
倅
・
右
馬
允
の
袖
留
を
十
二
月
二
十
四
日
に
祝
う
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
長
女
を
湯
浅
権
太
郎
と
、
次
女
を
溝
口
元
太
郎
と
、
そ
れ
ぞ
れ
縁
組
さ
せ
る

こ
と
の
伺
い
が
済
ん
だ
。

・
同
年
十
二
月
十
三
日
、
御
紋
付
御
小
袖
を
一
つ
、
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
五
日
、
半
兵
衛
は
御
直
々
に
、
本
夏
の
御
参
勤
の
節
に
御
供
詰
め
す
る
こ
と
を

仰
せ
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
溝
口
貢
と
溝
口
佐
太
夫
も
、
御
供
詰
め
す
る
こ
と
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

【
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）】

・
三
月
十
九
日
、
湯
浅
権
左
衛
の
倅
権
太
郎
と
、
半
兵
衛
の
娘
と
の
縁
組
が
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
三
月
二
十
日
、
御
寝
間
に
お
い
て
、
半
兵
衛
は
御
直
々
に
、
今
年
の
秋
の
御
婚
姻
の
御
用

懸
り
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
三
月
二
十
八
日
、
溝
口
貢
の
次
男
・
八
右
衛
門
が
出
生
し
た
。

・
同
年
四
月
五
日
、
半
兵
衛
の
娘
と
、
溝
口
元
太
郎
と
の
婚
姻
が
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
四
月
七
日
、
溝
口
貢
よ
り
、
次
男
に
神
子
田
の
苗
字
を
名
告
ら
せ
る
こ
と
を
届
け
た
。

・
同
年
四
月
三
十
日
、
溝
口
佐
太
夫
は
病
気
に
つ
き
御
供
登
り
を
御
免
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
快

復
次
第
、
ま
か
り
登
る
よ
う
に
と
の
仰
せ
で
あ
っ
た
。

・
同
年
五
月
三
日
、
溝
口
貢
は
御
直
々
に
、「
御
番
頭
役
御
加
増
三
十
石
」
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
五
月
三
日
、
召
仕
若
党
の
道
蔵
が
、
地
組
明
き
組
に
、
願
い
の
通
り
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
五
月
六
日
、
留
守
中
は
役
馬
が
な
い
の
で
、
倅
が
騎
乗
を
習
う
た
め
の
馬
を
処
置
し
て
ほ

し
い
と
の
願
い
が
認
め
ら
れ
る
旨
、
御
用
人
中
か
ら
申
し
聞
か
さ
れ
た
。

・
同
年
五
月
八
日
、
御
式
舞
台
に
て
、
同
役
中
に
輪
講
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
半
兵
衛
は
『
論
語
』

学
而
篇
の
末
章
（
最
終
章
）
の
「
不
患
人
之
不
己
知
章
」
を
講
じ
た
。

・
同
年
五
月
九
日
、
溝
口
貢
は
、
御
加
増
の
印
紙
を
頂
戴
し
た
。

・
同
年
五
月
十
八
日
、
御
発
駕
。
会
津
通
り
の
御
供
を
し
て
出
立
。
二
十
七
日
に
江
戸
着
。
藩
は

毛
利
石
見
守
様
に
代
わ
り
、
大
手
組
の
御
防
ぎ
を
相
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
同
年
七
月
二
十
四
日
、
御
婚
姻
御
用
懸
り
に
つ
き
、
金
七
両
を
お
渡
し
に
な
る
旨
、
仰
せ
が
あ

っ
た
。

・
同
年
九
月
一
日
、湯
浅
権
左
衛
門
正
苗
の
母
が
病
死
し
た
。
叔
母
に
つ
き
、忌
中
届
け
を
出
し
た
。

・
同
年
十
月
十
三
日
、
御
寝
間
に
お
い
て
、
半
兵
衛
は
御
直
々
に
、
御
婚
姻
御
用
懸
り
を
滞
り
な

く
相
務
め
た
こ
と
に
対
し
て
、
次
の
品
を
下
し
置
か
れ
た
。「
御
熨
斗
目
、
一
。
銀
子
、
五
枚
」。

ま
た
、
御
婚
姻
御
用
懸
か
り
に
対
し
て
、
観
如
院
様
か
ら
も
、「
琥
珀
縮
表
付
き
裃
地
、
表
裏
と

も
ど
も
。
小
紋
縮
緬
、
一
疋
」
を
、
十
月
五
日
に
お
手
ず
か
ら
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
三
日
、
溝
口
佐
太
夫
は
、
病
気
に
付
き
、
江
戸
詰
め
を
御
免
と
な
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
四
日
、
御
召
し
卸
し
の
御
熨
斗
目
一
つ
を
、
御
納
戸
を
介
し
て
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
三
十
日
、
直
養
公
よ
り
、
半
兵
衛
へ
は
直
接
に
下
し
置
き
た
い
と
い
う
意
向
が
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、公
は
御
病
気
で
立
ち
放
れ
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
、河
村
千
蔵
を
使
者
と
し
て
、

「
八
丈
縮
、
一
疋
」
を
下
し
置
か
れ
た
。

【
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）】

・
正
月
二
十
四
日
、
直
養
公
よ
り
、
河
村
千
蔵
を
使
者
と
し
て
、
半
兵
衛
の
四
十
二
歳
の
厄
年
で

あ
る
こ
と
を
お
聞
き
及
ば
れ
、
に
ぎ
に
ぎ
し
く
相
祝
う
べ
し
と
い
う
こ
と
で
、
金
五
両
が
下
し

置
か
れ
た
。

・
同
年
二
月
五
日
、
年
賀
を
相
祝
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
上
々
様
、
御
路
の
様
よ
り
、
御
肴
を
下
し

置
か
れ
た
。
直
養
公
よ
り
、
半
兵
衛
は
、
大
盃
（
鶴
亀
松
蒔
絵
、
梶
川
作
）
一
つ
を
箱
入
り
で

拝
領
し
た
。

・
同
年
五
月
十
一
日
、
殿
様
の
御
病
気
の
後
の
御
養
生
が
だ
ん
だ
と
よ
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
御

感
あ
っ
て
交
御
肴
を
一
折
、
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
五
月
十
八
日
、
溝
口
佐
太
夫
が
病
死
し
た
。

・
同
年
七
月
八
日
、
詰
中
は
政
務
多
忙
で
あ
っ
た
が
、
半
兵
衛
は
よ
く
相
務
め
た
の
で
、
御
手
ず

か
ら
、「
御
紋
付
絽
御
羽
織
、
一
つ
」
を
下
し
置
か
れ
た
。
観
如
院
様
か
ら
、
成
嶋
市
之
進
を
使

者
と
し
て
、「
御
裃
地
、
一
反
」
を
、
奥
様
か
ら
も
成
嶋
を
使
者
と
し
て
、「
御
菓
子
箪
笥
、
一
つ
」

を
、
矢
公
よ
り
は
御
納
戸
を
使
者
と
し
て
「
御
縮
、
一
反
」
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
七
月
十
七
日
、
御
目
見
得
三
の
間
に
お
い
て
、
溝
口
左
金
吾
へ
、
次
の
通
り
仰
せ
付
け
が

あ
っ
た
。
丹
羽
平
太
夫
が
同
席
し
た
。「
そ
な
た
の
亡
父
の
佐
太
夫
は
、
御
納
戸
向
き
御
用
立
を

相
務
め
て
い
た
の
で
、
格
別
の
思
い
を
持
っ
て
、
幼
年
の
そ
な
た
な
れ
ど
も
、
跡
式
知
行
七
十
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石
を
、
相
違
な
く
下
し
置
か
れ
る
。
御
城
代
組
を
申
し
つ
け
る
」。

・
同
年
七
月
十
日
、
江
戸
を
御
発
駕
。
会
津
通
り
の
御
下
向
。
同
月
十
九
日
に
、
滞
り
な
く
御
帰

城
に
つ
き
、
御
供
着
し
た
。

・
同
年
七
月
二
十
日
、
溝
口
貢
の
祖
母
が
病
死
し
た
。

・
同
年
十
月
十
日
、
御
用
部
屋
に
て
、
仙
石
九
郎
兵
衛
か
ら
、
溝
口
半
兵
衛
と
林
松
三
郎
に
、
次

の
よ
う
に
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
。
御
目
付
の
入
江
八
郎
左
衛
門
が
出
席
し
た
。「
故
溝
口
佐
太
夫

の
妻
の
こ
と
に
つ
き
、
溝
口
家
と
林
家
が
熟
談
の
う
え
、
松
三
郎
方
へ
差
し
戻
す
よ
う
に
願
い

出
た
こ
と
を
、
殿
様
は
お
聞
き
に
及
ば
れ
た
。
家
柄
の
こ
と
も
あ
り
、
認
め
る
の
が
大
変
に
困

難
で
は
あ
る
が
、
半
兵
衛
よ
り
申
し
立
て
の
筋
々
を
聞
く
と
一
理
が
あ
る
と
思
し
召
さ
れ
、
格

別
の
お
心
を
持
っ
て
、
双
方
の
願
い
の
通
り
に
認
め
る
こ
と
に
す
る
」。

・
同
年
十
一
月
二
日
、
溝
口
右
馬
允
は
、
御
近
習
御
次
詰
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
一
日
、
御
疱
瘡
が
滞
り
な
く
相
済
ん
だ
の
で
、
半
兵
衛
に
「
御
紋
付
御
小
袖
、
一

つ
」
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
三
日
、
御
用
部
屋
に
て
、
次
の
よ
う
な
御
書
が
あ
る
旨
、
里
村
官
次
か
ら
申

し
渡
さ
れ
た
。「
そ
な
た
は
、
前
々
よ
り
勝
手
向
き
難
渋
し
て
い
た
が
、
最
近
は
特
に
立
ち
行
き

が
た
く
な
っ
た
旨
、
聞
き
及
ん
だ
。
そ
な
た
に
重
き
役
を
仰
せ
つ
け
、
そ
な
た
が
心
労
し
な
が

ら
相
務
め
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
そ
な
た
の
難
渋
を
気
の
毒
に
思
い
、
御
金
百
両

を
下
し
置
く
こ
と
に
す
る
」。

【
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）】

・
正
月
五
日
、「
お
さ
め
」
が
病
死
し
た
。

・
同
年
正
月
二
十
五
日
、
溝
口
右
馬
允
と
溝
口
勘
解
由
左
衛
門
が
、
病
死
し
た
。

・
同
年
同
月
同
日
、
佐
治
義
八
を
使
者
と
し
て
、
半
兵
衛
の
倅
右
馬
允
を
は
じ
め
、
大
勢
の
子
ど

も
た
ち
が
疱
瘡
を
患
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
殿
様
か
ら
内
々
に
お
尋
ね
が
あ
っ
た
。

・
同
年
二
月
一
日
、「
お
ひ
さ
」
が
病
死
し
た
。

・
同
年
二
月
九
日
、「
お
さ
だ
」
が
病
死
し
た
。

・
同
年
二
月
二
十
一
日
、
出
勤
し
た
と
こ
ろ
、
御
納
戸
中
か
ら
手
紙
が
あ
り
、
病
気
の
こ
と
で
殿

様
か
ら
お
尋
ね
が
あ
り
、
御
肴
を
下
し
置
か
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
喪
中
で
も
あ
る
の
で
そ
う
も

出
来
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
出
勤
し
て
き
た
の
で
、
交
御
肴
を
一
折
、
下
し
置
か
れ
る
と

の
こ
と
で
、
頂
戴
し
た
。

・
同
年
四
月
一
日
、
半
兵
衛
は
、
霊
光
院
様
と
養
姓
院
様
か
ら
贈
り
物
を
頂
戴
し
た
。
霊
公
よ
り
、

「
三
幅
対
、
中
央
は
猩
々
、
左
右
は
吉
野
と
立
田
。
石
川
叟
筆
」。
養
公
よ
り
、「
三
幅
対
。
中
央

は
寿
老
人
、
右
と
左
は
山
水
。
周
信
筆
」。

・
同
年
四
月
十
六
日
、御
用
部
屋
に
お
い
て
、半
兵
衛
は
、太
夫
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
。「
そ
な
た
は
、

先
だ
っ
て
嫡
子
の
右
馬
允
を
亡
く
さ
れ
た
が
、
安
堵
の
た
め
に
、
三
九
郎
を
い
ま
だ
幼
年
で
は

あ
る
が
、
御
目
見
得
を
申
し
つ
け
る
。
そ
の
時
期
は
来
月
の
節
句
に
す
る
と
、
殿
様
は
思
し
召

し
で
あ
る
」。

・
同
年
四
月
二
十
五
日
、
松
平
左
兵
衛
佐
様
の
貞
裕
院
様
へ
の
贈
り
物
で
あ
る
二
幅
対
（
竹
雀
の

画
、
覚
信
筆
）
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
四
月
一
日
、
半
兵
衛
の
妻
が
、
出
湯
村
へ
入
湯
に
ま
か
り
越
し
た
。
同
月
三
日
、
帰
っ
た
。

月
番
へ
届
け
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

・
同
年
五
月
三
日
、
次
の
通
り
太
夫
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
。「
三
男
の
三
九
郎
は
来
る
五
日
に
御

目
見
得
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
疱
瘡
の
後
遺
症
の
た
め
、
今
も
っ
て
立
ち
か
ね
る
の
で
、
来
年

の
殿
様
の
御
下
向
ま
で
差
し
伸
べ
た
い
と
い
う
願
い
、
聞
き
届
け
る
」。

・
同
年
五
月
十
四
日
、
溝
口
左
金
吾
へ
、
御
知
行
の
御
印
紙
が
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
六
月
九
日
、「
お
修
」
が
誕
生
し
た
。

・
同
年
十
一
月
十
六
日
、
成
安
院
様
よ
り
、
半
兵
衛
へ
御
贈
り
物
が
あ
っ
た
。「
御
印
籠
根
付
、

御
〆
と
も
。
継
裏
付
裃
、
一
具
」。

・
同
年
十
二
月
十
九
日
、
召
仕
の
山
口
弥
惣
が
、
朝
廻
り
近
習
に
召
し
出
さ
れ
た
。

【
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）】

・
七
月
十
六
日
、
溝
口
内
匠
殿
よ
り
、
去
年
申
し
つ
け
た
三
男
の
件
に
付
き
、
来
る
十
八
日
に
初

め
て
御
目
見
得
す
る
よ
う
に
申
し
渡
す
と
い
う
意
向
が
伝
え
ら
れ
た
。
三
男
を
い
ず
れ
の
詰
所

に
差
し
出
す
べ
き
か
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
二
階
下
へ
差
し
出
す
よ
う
に
指
図
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
、
御
目
見
得
が
延
期
さ
れ
て
い
た
件
で
あ
る
。

・
同
年
七
月
二
十
九
日
、
家
来
の
太
五
六
が
酒
を
飲
ん
で
暴
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
町
屋
へ
ま
か
り

出
て
騒
が
し
た
件
に
付
き
お
尋
ね
が
あ
り
、
ま
た
次
の
通
り
仰
せ
が
あ
っ
た
の
で
、
半
兵
衛
は

同
月
三
十
日
に
差
し
控
え
伺
い
を
出
し
た
。「
そ
な
た
の
家
来
の
太
五
六
が
酒
を
飲
ん
で
乱
暴
に

及
ん
だ
件
に
付
き
、
去
る
十
六
日
に
詮
議
し
た
と
こ
ろ
、
事
実
に
相
違
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
、
不
届
き
に
付
き
、
手
鎖
を
仰
せ
つ
け
る
。
手
鎖
の
期
間
は
、
隔
日
に
封
印
を
改
め
る
」。

た
だ
し
、
当
日
の
夕
方
、
半
兵
衛
に
関
し
て
は
差
し
控
え
に
は
及
ば
ぬ
と
い
う
挨
拶
が
、
半
兵

衛
に
あ
っ
た
。

・
同
年
八
月
七
日
、
御
目
見
得
の
間
に
お
い
て
、
三
九
郎
は
、
初
め
て
御
目
見
得
し
た
御
礼
と
し

て
、銀
子
二
匁
を
差
し
上
げ
た
。
半
兵
衛
も
か
ら
も
、「
御
肴
一
種
、代
銀
二
匁
」
を
差
し
上
げ
た
。
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・
同
年
九
月
二
十
日
、
年
寄
中
よ
り
連
名
の
剪
紙
が
到
来
し
、
翌
二
十
一
日
に
登
城
し
た
と
こ
ろ
、

御
居
間
書
院
の
御
前
に
お
い
て
、
半
兵
衛
へ
御
直
々
に
仰
せ
渡
し
が
あ
っ
た
。「
こ
の
度
、
格
別

の
お
心
を
も
っ
て
、
五
町
歩
を
永
く
下
し
置
く
」。

　

同
日
、
御
用
部
屋
に
お
い
て
、
里
村
縫
殿
、
目
付
の
佐
治
藤
右
衛
門
も
同
席
し
て
、
官
次
よ

り
お
達
し
が
あ
っ
た
。「
そ
な
た
は
前
々
か
ら
勝
手
向
き
が
不
如
意
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
近
年

家
族
が
多
く
な
り
、
加
え
て
う
ち
続
い
て
凶
事
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
家
計
が
差

し
支
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
殿
様
が
お
聞
き
及
ば
れ
、
こ
の
時
節
柄
で
は
あ
る
が
、
格
別

の
思
し
召
し
を
も
っ
て
、
御
判
田
を
下
し
置
か
れ
る
。
御
役
料
米
も
、
こ
れ
ま
で
の
通
り
、
そ

の
ま
ま
下
し
置
か
れ
る
。
御
判
田
の
場
所
の
儀
は
、
追
っ
て
知
ら
せ
る
」。

【
島
内
注
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
筆
者
の
文
字
が
か
な
り
乱
れ
て
き
て
、
大
変
に
判
読
し
づ
ら
く
な
る
】

・
同
年
九
月
二
十
六
日
、
元
締
中
勘
定
奉
行
中
よ
り
、
連
名
の
手
紙
が
来
て
、
下
勘
定
方
の
市
川

佐
野
右
衛
門
を
介
し
て
、
こ
の
た
び
の
拝
領
地
の
書
付
を
差
し
渡
さ
れ
た
。

・
同
年
十
月
一
日
、
土
地
拝
領
の
御
礼
と
し
て
、
鱸
を
一
本
、
木
地
台
に
て
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
五
日
、
御
年
寄
中
一
名
の
手
紙
が
到
来
し
、
登
城
し
た
と
こ
ろ
、
半
兵
衛
へ
、

御
寝
間
に
お
い
て
、
御
直
々
に
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
。「
三
組
定
免
取
納
人
御
用
懸
り
を
仰
せ
つ

け
る
」。

・
同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
溝
口
三
九
郎
の
来
年
の
年
頭
の
御
礼
を
二
日
に
請
け
る
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
半
兵
衛
は
登
城
し
て
、
御
樽
代
を
年
寄
中
の
月
番
に
差
し
上
げ
た
。
附
紙

は
翌
日
、
御
目
付
中
へ
差
し
出
す
よ
う
に
と
、
年
寄
中
の
月
番
、
里
村
官
次
よ
り
手
紙
で
三
九

郎
へ
申
し
来
た
っ
た
。

【
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）】

・
正
月
二
日
、
溝
口
三
九
郎
は
御
目
見
得
ば
か
り
の
嫡
子
で
、
御
中
小
姓
の
席
に
て
、
御
目
見
得

を
申
し
上
げ
た
。
詰
所
は
、
二
階
下
で
あ
っ
た
。

・
同
年
正
月
三
日
、
大
鮒
五
枚
、
同
七
日
鮭
一
尺
、
鴨
二
羽
の
揚
げ
物
が
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
正
月
十
九
日
、
妾
腹
の
女
子
が
出
生
し
た
が
、
月
足
ら
ず
の
死
産
で
あ
っ
た
の
で
、
即
日
、

産
褥
御
免
と
な
っ
た
。

・
同
年
二
月
五
日
、
こ
の
た
び
、
先
祖
書
の
続
き
を
提
出
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、
元
文
五
年

（
元
文
四
年
の
間
違
い
か
）
の
際
に
は
先
祖
書
そ
の
も
の
を
書
い
て
い
な
い
の
で
、「
続
き
」
を

書
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
を
里
村
官
次
へ
伺
書
を
差
し
出
し
た
と
こ

ろ
、
同
月
十
一
日
に
、「
自
分
の
祖
父
の
代
か
ら
書
い
て
提
出
す
る
よ
う
に
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

・
同
年
三
月
六
日
、
半
兵
衛
の
家
来
で
あ
る
橋
本
伊
佐
右
衛
門
の
娘
が
、
二
月
二
十
九
日
に
、
下

勘
定
方
・
田
宮
右
左
衛
門
の
倅
・
嘉
一
郎
と
婚
姻
し
た
際
に
、
槍
二
つ
、
小
長
持
一
つ
、
屏
風
箱
、

そ
の
ほ
か
小
道
具
、
傘
な
ど
を
袋
に
入
れ
て
見
送
っ
た
こ
と
が
、
と
か
く
の
風
聞
と
な
り
、
時

節
柄
、
身
分
不
相
応
で
あ
る
と
、
里
村
官
次
か
ら
会
所
役
人
や
下
祐
筆
を
使
わ
し
て
お
尋
ね
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
半
兵
衛
は
、
差
し
控
え
の
伺
い
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
追
っ
て
沙
汰

が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

同
月
十
一
日
、
右
の
件
に
付
き
、
半
兵
衛
へ
は
一
類
中
へ
相
談
に
及
ば
ぬ
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、

橋
本
伊
佐
右
衛
門
に
は
、
次
の
通
り
に
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
。「
そ
の
方
は
、
先
だ
っ
て
二
度
ま

で
も
不
覚
の
風
聞
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
び
に
糺
し
て
き
た
が
、
こ
の
た
び
、
ま
た
ま
た
こ
の
あ

り
さ
ま
で
あ
る
。
畢
竟
、
そ
の
方
の
不
心
得
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
そ
も
そ
も
の
勤
務
態
度
も
、

か
ね
が
ね
よ
く
な
い
の
で
、今
日
か
ら
そ
の
方
の
扶
持
配
当
を
召
し
上
げ
、仕
事
を
取
り
上
げ
る
。

そ
の
方
の
倅
の
大
作
は
、未
熟
で
は
あ
る
が
、特
に
一
人
扶
持
で
若
党
を
務
め
る
こ
と
を
認
め
る
。

そ
の
方
を
屋
敷
内
に
留
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
当
月
限
り
で
引
き
払
う
こ
と
。
今
後
の

奉
公
は
、
自
分
で
勝
手
に
見
つ
け
て
よ
ろ
し
い
」。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
去
年
の
九
月
か
ら
今
年
の
三
月
ま
で
の
分
と
し
て
、
三
人
扶
持
を
差

し
渡
し
た
。
倅
の
大
作
も
、差
し
控
え
伺
い
を
出
し
た
が
、そ
の
儀
に
及
ば
ぬ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

三
月
十
八
日
、
伊
佐
右
衛
門
は
長
屋
を
引
き
払
い
、
町
屋
へ
移
っ
た
。

・
同
年
三
月
十
三
日
、
御
機
嫌
伺
い
の
た
め
、
大
甘
鯛
三
本
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
し
、
裏
御
用

部
屋
へ
差
し
出
し
て
、
披
露
の
こ
と
を
お
願
い
し
た
。

・
同
年
三
月
二
十
三
日
、
御
先
祖
の
浄
観
様
の
御
忌
日
に
つ
き
、
上
げ
物
の
二
重
を
作
り
、
御
前

へ
も
二
重
（
胡
麻
垣
色
、
色
の
し
添
え
）、
御
納
戸
の
窪
田
次
郎
を
介
し
て
お
手
元
の
者
に
下
し

置
か
れ
る
よ
う
に
、
披
露
を
頼
ん
だ
。
即
刻
、
披
露
が
済
ん
だ
。

・
同
年
閏
四
月
九
日
、
幾
姫
様
の
御
婚
礼
が
済
ん
だ
の
で
、
お
里
披
（
お
里
帰
り
）
の
節
、
銀
子

二
枚
（
木
地
台
）
が
下
し
置
か
れ
る
旨
、
里
村
縫
殿
よ
り
申
し
聞
か
さ
れ
、
頂
戴
し
た
。

・
同
日
着
の
便
り
で
、
観
如
院
様
よ
り
、
右
の
婚
礼
が
済
ん
だ
こ
と
を
喜
ば
れ
、
次
の
品
を
老
女
・

長
浜
の
奉
文
に
て
下
し
置
か
れ
た
。「
短
冊
さ
し
、
一
つ
。
し
ぼ
り
、
一
。
大
小
楊
枝
差
し
、
一
」。

・
同
年
五
月
一
日
、
鉄
次
郎
様
の
御
初
幟
に
つ
き
、
御
裏
に
て
、
お
吸
い
物
と
お
酒
を
下
し
置
か

れ
た
。
今
日
の
上
げ
物
の
中
か
ら
下
し
置
か
れ
る
と
言
う
こ
と
で
、
大
交
御
肴
を
一
折
、
下
し

置
か
れ
た
。

・
同
年
五
月
四
日
、
三
九
郎
と
四
郎
丸
八
に
、
二
人
と
も
明
日
、
御
城
中
で
御
幟
を
拝
見
し
、
そ

の
後
で
、御
居
間
や
御
庭
も
拝
見
す
る
よ
う
に
と
、仙
石
武
右
衛
門
（
御
側
目
付
に
て
御
納
戸
方
）
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か
ら
手
紙
で
言
っ
て
き
た
。

・
同
年
五
月
五
日
、
三
九
郎
と
四
郎
丸
八
は
登
城
し
て
、
表
御
用
部
屋
で
自
由
に
時
間
を
過
ご
し

た
。
二
人
は
、
半
兵
衛
が
退
出
す
る
と
き
に
、
一
緒
に
裏
御
門
通
り
で
御
幟
を
拝
見
し
た
。
そ

れ
よ
り
、
南
御
門
櫓
堀
大
開
戸
を
通
っ
て
、
御
庭
を
拝
見
し
た
。
半
兵
衛
も
同
道
し
た
が
、
御

納
戸
の
朝
倉
政
之
助
と
一
緒
だ
っ
た
。
表
御
門
か
ら
退
出
し
た
。

・
同
年
五
月
六
日
、
前
日
の
御
礼
と
し
て
、
鮮
鯛
一
折
を
差
し
上
げ
、
御
納
戸
下
浅
左
衛
門
に
、

御
披
露
の
こ
と
を
頼
ん
だ
。

・
同
年
五
月
九
日
、観
如
院
様
へ
、「
五
重
御
盃
台
、黒
柿
に
て
、御
在
所
物
」
を
差
し
上
げ
る
た
め
、

成
嶋
市
之
進
（
奥
目
付
に
て
江
戸
詰
め
）
に
宛
て
て
、
差
し
登
ら
せ
た
。

・
同
年
八
月
二
十
四
日
、（
江
戸
の
）
奥
様
と
観
如
院
様
へ
、屋
敷
の
栗
一
箱
ず
つ
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
八
日
、
江
戸
か
ら
惣
荷
が
着
き
、
殿
様
か
ら
は
「
枝
柿
、
二
十
五
、
蜜
柑
、

二
十
入
り
、
一
箱
」、
観
如
院
様
と
奥
様
よ
り
は
、「
蜜
柑
、
百
入
り
、
一
箱
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ

下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
八
日
、
午
刻
、
溝
口
五
十
郎
が
誕
生
し
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
三
日
、
御
用
部
屋
に
お
い
て
、
御
用
人
佐
治
藤
兵
衛
、
御
目
付
服
部
藤
右
衛

門
出
席
の
う
え
、
半
兵
衛
に
「
御
鞍
、
東
城
作
、
紫
陽
花
蒔
絵
、
ゆ
り
ね
地
、
一
口
、
箱
入
り
、

袋
入
り
」
を
拝
領
し
た
。
こ
れ
は
、
三
組
定
免
の
懸
り
に
心
労
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
鞍
一
口

を
下
し
置
く
よ
う
に
と
、
江
戸
表
か
ら
言
っ
て
こ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

【
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）】

・
正
月
一
六
日
、
会
所
に
お
い
て
、
御
目
付
の
三
田
村
丈
四
郎
が
出
席
し
て
、
里
村
官
次
か
ら
仰

せ
渡
さ
れ
た
。「
当
夏
、
江
戸
の
御
留
守
詰
め
を
勤
め
る
よ
う
に
と
、
江
戸
表
か
ら
言
っ
て
こ
ら

れ
た
」。
江
戸
か
ら
の
手
紙
は
、
堀
太
夫
と
里
村
官
次
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
半
兵
衛
も
拝

見
し
た
。

・
同
年
五
月
十
九
日
、
御
留
守
詰
め
の
た
め
出
府
。
会
津
通
り
の
登
り
で
、
同
月
二
十
八
日
に
江

戸
着
。

・
同
年
六
月
十
三
日
、
御
在
所
よ
り
の
暇
を
拝
領
す
る
節
に
頂
戴
す
る
縮
緬
一
巻
を
、
仙
石
武
右

衛
門
と
渡
辺
伝
次
の
手
か
ら
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
七
月
十
七
日
夜
、
丑
の
刻
過
ぎ
に
、
嫡
妻
が
急
病
に
て
病
死
し
た
。
法
名
は
、
慈
光
院
秋

月
明
円
と
号
す
。
同
月
二
十
日
、
広
沢
山
宝
光
寺
に
葬
る
。
享
年
、
四
十
六
歳
。
俗
称
は
、
伊

志
。
江
戸
詰
で
留
守
に
し
て
い
る
の
で
、葬
儀
の
指
示
を
出
し
た
飛
脚
が
、同
月
二
十
四
日
に
着
。

八
月
六
日
ま
で
を
、
忌
中
と
し
た
。

・
同
年
七
月
晦
日
、
観
如
院
様
と
奥
様
よ
り
、
お
悔
や
み
の
御
餅
菓
子
、
御
煮
物
、
酢
の
物
が
、

四
重
組
で
、
奥
年
寄
の
奉
文
に
て
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
九
月
十
五
日
、
御
用
部
屋
に
お
い
て
、
里
村
縫
殿
か
ら
、
御
目
付
の
梶
三
郎
太
夫
も
出
席

し
て
、
次
の
通
り
半
兵
衛
に
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
。
半
兵
衛
の
留
守
預
り
の
溝
口
貢
が
仰
せ
つ

か
っ
た
。「
半
兵
衛
は
、
御
役
方
に
心
労
致
し
て
相
勤
め
て
い
る
の
で
、
三
九
郎
は
ま
だ
幼
年
で

は
あ
る
が
、
思
し
召
し
を
も
っ
て
、
安
堵
す
る
た
め
に
嫡
子
と
な
し
、
二
階
下
詰
め
を
仰
せ
つ

け
る
」。

・
同
年
九
月
二
十
一
日
、
逸
見
左
近
様
よ
り
、
先
だ
っ
て
同
役
中
の
御
用
人
中
に
下
し
置
か
れ
た

「
大
小
」
を
、
拙
者
へ
も
下
し
置
く
と
い
う
こ
と
で
、
拝
領
し
た
。「
肥
前
国
忠
吉
、
白
鞘
、
刀
」

「
筑
前
福
岡
住
守
次
、
塗
鞘
入
り
、
脇
指
」。
こ
の
御
礼
と
し
て
、「
赤
心
報
国
」
と
い
う
文
字
が

象
眼
さ
れ
た
南
蛮
鍔
、
一
枚
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
十
月
十
五
日
、
溝
口
貢
の
妻
が
出
産
し
、
女
子
が
誕
生
し
た
。「
お
館
」
と
名
付
け
た
。

・
同
年
十
月
十
六
日
、
奥
様
の
筆
跡
の
短
冊
を
一
葉
、
観
公
よ
り
下
し
置
か
れ
た
。「
名
月
」
を

詠
ん
だ
当
座
の
和
歌
で
あ
っ
た
。

・
同
年
十
一
月
二
十
七
日
、
新
発
田
よ
り
の
惣
荷
が
到
着
し
て
、
殿
様
よ
り
、
御
堀
の
真
鴨
を
二

羽
、
御
納
戸
中
へ
書
状
を
添
え
て
下
し
置
か
れ
た
。
翌
二
十
八
日
、
持
病
の
積
気
（
癪
気
）
で

引
き
こ
も
っ
て
い
る
と
、
観
公
と
奥
様
よ
り
、
交
御
肴
を
一
折
、
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
三
日
、
惣
荷
が
新
発
田
へ
出
立
す
る
の
で
、
御
前
に
、
枝
柿
一
箱
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
八
月
中
、
冷
泉
為
泰
卿
の
筆
跡
の
お
手
本
帖
を
、
観
公
よ
り
拝
見
す
る
よ
う
に
仰
せ
つ
か

っ
た
。
こ
れ
を
筆
写
す
る
た
め
に
、こ
の
年
十
二
月
二
十
日
、右
の（
冷
泉
家
の
）流
儀
の
筆
跡
を
、

四
品
拝
領
し
た
。

【
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
年
）】

・
二
月
一
日
、
公
の
二
十
五
歳
の
御
年
賀
に
つ
き
、
御
用
部
屋
に
お
い
て
二に
じ
ゅ
う汁

五ご
さ
い菜

の
御
料
理
を

下
し
置
か
れ
た
。
又
、
同
所
に
お
い
て
、
御
年
賀
の
祝
い
と
し
て
、「
羽
綿
、
三
把
」
を
下
し
置

か
れ
た
。

・
同
日
、
右
の
御
祝
い
と
し
て
、
一
同
よ
り
、
交
御
肴
を
差
し
上
げ
た
。
ま
た
、
半
兵
衛
の
個
人

の
立
場
で
、「
御
土
器
、
宝
壽
宝
号
、
狩
野
梅
栄
七
十
三
」
と
書
い
て
あ
る
品
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
二
月
十
三
日
、弥
之
助
様
へ
、「
竹
鞭
、一
本
」
を
差
し
上
げ
た
。
同
年
十
月
二
十
四
日
に
も
、

同
じ
く
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
二
月
二
十
七
日
、
去
る
二
十
一
日
に
在
所
を
出
た
「
五
日
着
飛
脚
」（
新
発
田
と
江
戸
を

片
道
五
日
間
で
走
る
飛
脚
の
こ
と
か
）
の
足
軽
二
人
が
遅
延
し
て
到
着
し
た
。
御
状
箱
が
一
つ
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あ
り
、
里
村
縫
殿
の
添
え
状
に
て
、
御
書
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
三
月
二
日
、
江
戸
よ
り
「
五
日
着
飛
脚
」
を
差
し
立
て
、
先
だ
っ
て
下
し
置
か
れ
た
御
書

御
請
、
な
ら
び
に
奏
文
一
通
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
三
月
二
十
三
日
、
去
る
十
八
日
に
新
発
田
を
出
立
し
た
五
日
着
飛
脚
の
足
軽
二
人
が
到
着
。

御
所
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
三
月
二
十
四
日
、
病
気
に
つ
き
、
新
発
田
に
下
っ
て
養
生
し
た
き
旨
を
、
岡
五
左
衛
門
を

介
し
て
佐
治
藤
右
衛
門
に
願
書
を
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
即
夕
、
認
め
ら
れ
た
。
佐
藤
寿
庵
と

高
木
林
太
夫
を
差
し
添
え
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
同
年
同
月
二
十
五
日
の
夜
、
観
公
と
奥
様
が
半
兵
衛
に
お
会
い
に
な
っ
た
。

・
同
年
同
月
二
十
七
日
、
観
公
か
ら
は
、「
八
丈
縮
、
一
反
。
菓
子
た
ん
す
（
一
、
梅
が
枝
て
ん
ぷ
、

二
、
松
が
枝
て
ん
ぷ
、
三
、
し
そ
こ
し
）、
一
。
御
包
み
の
内
、
品
々
。
延
命
盃
、
同
煙
草
入
れ
等
」

を
、
奥
様
か
ら
は
、「
は
か
た
帯
地
、
一
筋
。
菓
子
た
ん
す
（
一
、
き
せ
ん
、
二
、
干
菓
子
、
三
、

千
波
）、
御
包
み
の
内
、
品
々
」
を
下
し
置
か
れ
た
。
ま
た
、
左
近
様
よ
り
も
、
御
硯
蓋
一
面
を

御
直
々
の
書
き
添
え
で
、
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
三
月
二
十
九
日
、
江
戸
を
出
立
し
、
会
津
通
り
の
下
向
で
、
四
月
九
日
に
新
発
田
に
到
着
。

即
夕
、
滞
り
な
く
着
い
た
こ
と
を
殿
様
よ
り
お
尋
ね
あ
り
、
交
御
肴
一
折
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
翌
十
日
、
出
勤
し
、
即
夕
、「
会
津
大
筆
蠟
、
百
挺
入
り
、
一
箱
。
鮮
鯛
、
一
折
」
を
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
四
月
二
十
八
日
、
家
来
指
股
銀
平
が
二
人
扶
持
配
当
五
石
で
、
執
介
役
に
な
っ
た
。

・
同
年
四
月
二
十
四
日
（
前
項
と
前
後
の
日
付
が
逆
に
な
っ
て
い
る
）、
松
平
肥
後
守
様
の
老
中

か
ら
添
え
状
に
て
、
半
兵
衛
は
じ
め
（
新
発
田
藩
の
）
同
役
中
全
員
に
、「
生
鮭
文
二
疋
入
り
を

一
箱
、掛
蠟
燭
の
百
挺
入
り
を
二
箱
」
を
下
し
置
か
れ
た
。
こ
れ
は
、去
年
よ
り
引
替
金
の
件
で
、

笹
原
与
兵
衛
と
度
々
掛
合
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

・
同
年
八
月
二
十
九
日
、
御
大
喪
の
訃
が
あ
っ
た
。

・
同
年
九
月
十
七
日
、
窪
田
平
兵
衛
宅
に
お
い
て
、
年
寄
中
の
速
水
八
弥
、
御
目
付
の
服
部
藤
右

衛
門
が
出
席
し
て
、
半
兵
衛
に
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
。「
こ
の
節
の
御
用
向
き
の
た
め
に
、
江
戸

に
立
ち
帰
り
出
府
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
江
戸
表
か
ら
の
お
達
し
で
あ
る
」。

・
同
年
九
月
二
十
一
日
、
藩
は
、
大
手
渡
り
櫓
の
う
ち
、
武
器
を
差
し
置
く
と
こ
ろ
の
拝
借
を
仰

せ
つ
か
っ
た
。
内
囲
い
等
は
、
自
分
の
物
に
て
取
り
計
ら
う
よ
う
に
仰
せ
つ
か
っ
た
。

・
同
年
同
月
二
十
二
日
、
出
立
し
、
会
津
通
り
の
登
り
で
、
同
年
十
月
一
日
に
江
戸
着
。
佐
藤
阮

水
と
下
祐
筆
の
中
村
伴
助
が
差
し
添
え
ら
れ
た
。
立
ち
帰
り
な
の
で
、
鑓
一
本
、
片
箱
に
て
ま

か
り
登
っ
た
。

・
同
年
九
月
二
十
九
日
、
追
手
（
大
手
）
御
門
渡
り
櫓
の
う
ち
、
拝
借
の
分
の
鍵
を
受
け
取
っ
た
。

・
同
年
十
月
二
十
九
日
、
御
家
督
を
蒙
ら
れ
る
べ
き
仰
せ
が
あ
っ
た
。

・
同
年
十
一
月
十
日
、
江
戸
の
御
用
部
屋
に
お
い
て
、
半
兵
衛
に
「
三
幅
対
の
御
懸
物
（
法
印
古

川
筆
）
と
、
銀
子
十
枚
」
が
下
し
置
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
度
、
御
幼
主
様
な
の
で
、
諸
事

の
取
り
決
め
の
必
要
が
あ
っ
て
出
府
を
仰
せ
付
け
た
の
で
あ
る
が
、
半
兵
衛
の
心
労
で
、
あ
ら

ま
し
片
付
い
た
の
で
、
近
々
に
新
発
田
へ
ま
か
り
下
る
で
あ
ろ
う
か
ら
と
、
下
し
置
か
れ
た
の

で
あ
る
。

・
同
年
十
一
月
十
二
日
、
明
日
新
発
田
に
出
立
す
る
の
で
、
お
手
づ
か
ら
半
兵
衛
に
下
し
置
か
れ

た
。
殿
様
か
ら
は
、「
御
菓
子
た
ん
す
、
一
、
喜
撰
、
二
、
干
菓
子
、
三
、
干
菓
子
、
一
つ
」
を
、

観
公
か
ら
は
、「
八
丈
縮
、
二
反
」
を
、
宗
公
よ
り
は
、「
絵
縮
緬
、
一
反
、
御
差
し
召
さ
れ
た

鼈
甲
の
御
笄
、
一
本
箱
入
り
」。
最
後
の
笄
は
、
姉
娘
へ
遣
わ
す
よ
う
に
と
の
御
意
で
、
井
桁
に

杜
若
の
模
様
の
御
笄
で
あ
っ
た
。

・
同
年
十
一
月
十
三
日
、
江
戸
を
出
立
し
て
、
会
津
通
り
の
下
向
。
佐
藤
阮
水
と
中
村
伴
助
が
差

し
添
え
ら
れ
た
。
同
月
二
十
五
日
、
新
発
田
に
到
着
。

・
同
年
十
一
月
十
五
日
、
家
来
の
大
作
が
、
新
規
の
望
み
で
、
大
組
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
十
三
日
、
御
目
見
得
二
の
間
に
お
い
て
、
用
人
中
が
列
座
し
、
目
付
の
中
村
新
蔵

が
出
席
し
て
、
佐
治
藤
右
衛
門
か
ら
半
兵
衛
に
下
し
置
か
れ
た
。「
御
紋
付
裃
、
一
具
。
御
紋
付

小
袖
、
一
重
」。
こ
れ
は
、
御
家
督
の
御
祝
い
に
よ
る
で
あ
る
。

・
同
年
十
二
月
十
五
日
、
家
来
の
鉄
平
が
一
人
扶
持
増
の
高
三
人
扶
持
に
な
っ
た
。

【
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）】

・
正
月
十
六
日
、
会
所
に
お
い
て
、
御
目
付
の
堀
忠
三
郎
が
出
席
し
て
、
半
兵
衛
は
、
窪
田
平
兵

衛
よ
り
仰
せ
つ
か
っ
た
。「
当
春
に
登
っ
て
、
江
戸
詰
め
す
る
こ
と
」。
こ
の
下
知
は
観
公
の
意

向
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
御
書
を
拝
見
し
た
。

・
同
年
正
月
二
十
一
日
、
戌
の
刻
に
、
溝
口
六
男
太
が
誕
生
し
た
。

・
同
年
閏
正
月
十
三
日
、表
御
用
部
屋
に
お
い
て
、半
兵
衛
へ
、次
の
品
が
下
し
置
か
れ
る
こ
と
が
、

速
水
八
弥
か
ら
申
し
聞
か
さ
れ
た
。「
白
鞘
御
刀
、
一
腰
（
袋
入
り
、
筑
州
住
源
信
国
、
吉
包
重

宗
中
か
）。
夏
御
肩
衣
御
裃
」。
こ
れ
は
、修
極
院
様
の
御
形
見
の
品
を
下
し
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

・
同
年
閏
正
月
二
十
三
日
、
家
来
の
重
作
が
大
組
党
へ
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
二
月
十
五
日
、
家
来
の
鉄
平
へ
、
鍛
冶
石
井
忠
兵
衛
の
育
介
女
が
縁
組
す
る
こ
と
が
、
認

め
ら
れ
た
。

・
同
年
二
月
二
十
三
日
、
姉
娘
の
「
成
」
を
、
羽
州
温
海
へ
入
湯
の
た
め
に
差
し
遣
わ
し
た
。
そ

の
同
行
者
に
頼
ん
だ
の
は
、
堀
善
太
夫
の
母
、
な
ら
び
に
黒
川
某
、
佐
藤
阮
水
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
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家
来
の
鉄
平
、
下
女
三
人
、
下
緒
留
礼
助
兵
衛
を
差
し
遣
す
旨
、
月
番
の
里
村
官
次
に
届
け
た
。

三
月
二
十
一
日
、
滞
り
な
く
ま
か
り
戻
っ
た
の
で
、
月
番
に
届
け
た
。

・
同
年
三
月
二
十
八
日
、
新
発
田
を
出
立
し
て
、
会
津
通
り
の
登
り
。
辻
沢
如
的
と
会
所
役
人
高

木
林
太
夫
を
差
し
添
え
ら
れ
た
。
四
月
八
日
に
、
江
戸
着
。
観
公
と
宗
公
か
ら
、
到
着
し
た
際

に
お
尋
ね
が
あ
り
、
交
御
肴
一
折
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
四
月
十
九
日
、
宗
公
よ
り
、
冷
泉
為
泰
卿
、
為
章
卿
、
為
則
卿
の
筆
跡
の
御
色
紙
と
御
短

冊
を
拝
領
し
た
。

・
同
年
四
月
二
十
日
、
観
公
へ
お
願
い
申
し
上
げ
て
、「
撫
で
牛
、
一
つ
、
そ
の
敷
布
団
、
十
五
」

を
拝
領
す
る
こ
と
が
、
大
津
長
左
右
衛
門
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

・
同
年
四
月
二
十
三
日
、
松
平
飛
騨
守
様
の
奥
様
が
御
袖
留
を
あ
そ
ば
さ
れ
る
の
で
、
御
袖
下
に
、

下
召
ど
も
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
五
月
六
日
、
栗
毛
三
歳
の
役
馬
一
疋
を
買
い
入
れ
た
。

・
同
年
五
月
九
日
、
御
居
間
書
院
二
の
間
に
て
、
藤
入
弥
右
衛
門
と
御
目
付
・
三
田
村
丈
四
郎
が

出
席
し
て
、
御
代
替
り
の
御
印
紙
と
、
組
付
の
御
印
紙
を
、
御
家
老
役
に
つ
き
、
渡
し
置
か
れ
た
。

御
印
紙
は
、
佐
治
藤
右
衛
門
が
渡
す
の
を
頂
戴
し
た
。

・
同
年
七
月
九
日
、
中
元
に
つ
き
、
先
公
の
お
召
し
に
な
っ
て
い
た
次
の
品
々
を
下
し
置
か
れ
る

こ
と
が
、
御
納
戸
梅
原
義
蔵
か
ら
お
達
し
が
あ
り
、
拝
領
し
た
。「
縮
裏
付
御
裃
、
一
具
。
縮
御

紋
付
御
帷
子
、
一
つ
。
御
馬
乗
裏
付
袴
、
一
具
」。

・
同
年
八
月
十
三
日
、
観
公
か
ら
、
松
平
越
後
守
様
の
御
在
所
に
て
獲
れ
た
生
鳥
が
到
来
し
て
、

料
理
し
た
と
こ
ろ
風
味
が
よ
か
っ
た
と
い
う
の
で
、
と
り
わ
け
て
下
し
置
か
れ
た
。
詰
中
、
御

到
来
の
御
肴
な
ど
は
、
折
々
下
し
置
か
れ
た
。
宗
公
か
ら
も
、
同
様
の
こ
と
が
あ
っ
た
。

・
同
年
九
月
五
日
、
宗
公
へ
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
一
昨
年
の
享
和
元
年
の
秋
に
、
品
川
海
安
寺

へ
お
出
で
に
な
っ
た
時
の
、
宗
公
の
紀
行
文
で
、
御
自
筆
で
し
た
た
め
て
お
ら
れ
た
も
の
の
写

し
を
拝
領
し
た
。

・
同
年
十
月
二
日
、
藤
堂
主
殿
頭
様
へ
暇
乞
い
に
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
奥
様
が
お
会
い
に
な
っ
て
、

八
丈
縮
一
反
を
御
手
ず
か
ら
下
し
置
か
れ
た
。
観
公
よ
り
の
御
用
で
預
か
っ
て
き
た
御
金
五
十

両
を
、
御
直
々
に
（
奥
様
へ
）
差
し
上
げ
た
。

・
同
年
十
月
六
日
、
出
立
前
に
つ
き
、
次
の
品
を
下
し
置
か
れ
た
。
公
か
ら
は
、「
御
紋
付
御
小

袖
一
つ
。
御
菓
子
箪
笥
、
き
せ
ん
茶
、
干
菓
子
、
同
」。
観
公
か
ら
は
、「
小
紋
縮
緬
、
一
反
」。

宗
公
か
ら
は
、「
琥
珀
帯
地
、
一
筋
」。
観
公
か
ら
、
娘
へ
遣
わ
す
べ
し
と
い
う
こ
と
で
、
御
手

ず
か
ら
、「
女
帯
地
、
一
筋
。
御
包
の
中
の
品
々
」。
宗
公
か
ら
も
、
娘
へ
と
い
う
こ
と
で
、「
御

縮
紗
、
一
つ
。
御
包
の
中
の
品
々
」。
阿
姫
様
、
お
八
百
様
、
永
之
進
様
よ
り
も
、
盃
な
ど
を
下

し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
二
月
一
日
、
公
の
御
袴
着
に
つ
き
、
お
祝
い
と
し
て
、
半
兵
衛
に
「
銀
、
二
枚
」
を
下

し
置
か
れ
た
。
半
兵
衛
は
、
同
役
中
で
初
め
て
重
き
役
人
と
し
て
扱
わ
れ
、
裏
御
用
部
屋
に
て

御
用
人
中
か
ら
お
達
し
が
あ
っ
た
。

・
同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
弟
の
貢
が
経
済
的
に
難
渋
し
て
い
る
の
で
、（
半
兵
衛
は
）
金
十
両

と
米
十
五
俵
を
助
力
し
た
。

【
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）】

・
正
月
二
十
七
日
、
井
上
半
太
夫
の
母
が
病
死
し
た
。
叔
母
に
当
た
る
の
で
、
二
十
日
間
の
忌
中

を
届
け
た
。
心
具
院
殿
と
諡
し
た
。

・
同
年
三
月
二
十
三
日
、
脇
本
義
左
衛
門
か
ら
の
手
紙
で
、
溝
口
左
金
吾
と
林
徳
太
郎
へ
、
次
の

通
り
お
達
し
が
あ
っ
た
。「
河
村
初
次
郎
の
跡
屋
敷
を
下
し
置
か
れ
る
の
で
、
同
居
す
る
こ
と
」。

こ
の
屋
敷
は
、
八
新
町
に
あ
る
。

・
同
年
三
月
二
十
六
日
、
右
の
屋
敷
替
に
つ
い
て
、
半
兵
衛
よ
り
堀
太
夫
へ
、
溝
口
左
金
吾
が

は
な
は
だ
経
済
的
に
難
渋
し
て
い
る
の
で
引
き
取
り
た
い
旨
を
願
い
出
た
。
ま
た
、
左
金
吾
も
、

支
配
頭
へ
、
そ
の
旨
を
届
け
出
た
。

・
同
年
三
月
二
十
七
日
、
堀
太
夫
か
ら
溝
口
半
兵
衛
へ
、
次
の
通
り
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
。「
そ

な
た
は
、
溝
口
左
金
吾
が
河
村
初
次
郎
の
跡
屋
敷
を
下
し
置
か
れ
て
、
林
徳
太
郎
と
同
居
を
仰

せ
つ
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
左
金
吾
が
勝
手
向
き
不
如
意
で
あ
っ
て
、
家
屋
敷
の
修
備
も
し

か
ね
る
の
で
、
左
金
吾
を
自
宅
に
引
き
取
り
た
い
と
願
い
出
た
。
左
金
吾
の
母
は
、
か
ね
て
願

っ
て
い
た
よ
う
に
、
徳
太
郎
の
方
へ
差
し
戻
し
た
。
左
金
吾
の
妹
は
、
母
の
手
元
で
あ
る
徳
太

郎
の
方
へ
遣
わ
し
置
く
こ
と
に
す
る
。
左
金
吾
は
若
年
で
あ
る
の
で
、
徳
太
郎
た
ち
も
熟
談
の

う
え
、
半
兵
衛
が
願
い
出
た
よ
う
に
処
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
さ
よ
う
相
心
得
る
べ
し
」。

・
同
年
四
日
、
溝
口
左
金
吾
を
、
引
き
取
っ
た
。

・
同
年
四
月
十
五
日
、
家
来
の
指
股
鉄
平
が
、
山
内
村
の
又
左
衛
門
の
姪
を
育
介
女
と
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
八
月
二
十
二
日
、
倅
の
三
九
郎
が
年
頃
に
な
っ
た
の
で
、
前
髪
を
執
り
た
い
と
い
う
伺
い

を
、
湯
浅
斎
を
介
し
て
堀
太
夫
へ
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
翌
二
十
三
日
に
、
御
用
部
屋
に
て
里

村
官
次
よ
り
、
認
め
る
と
い
う
お
達
し
が
あ
っ
た
。

・
同
年
八
月
二
十
二
日
、
溝
口
貢
の
倅
・
庄
次
郎
が
、
年
頃
に
な
っ
た
の
で
、
初
め
て
の
御
礼
の

願
書
を
出
し
た
。
ま
た
、
溝
口
左
金
吾
も
、
同
断
（
同
様
）
の
願
書
を
出
し
た
。
翌
二
十
三
日
、

両
人
共
に
九
月
一
日
に
、
初
め
て
の
御
礼
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
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・
同
年
八
月
二
十
七
日
、
弟
の
貢
が
難
渋
し
て
い
る
の
で
、
金
二
十
五
両
を
合
力
し
た
。

・
同
年
九
月
一
日
、
次
の
品
を
差
し
上
げ
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
。「
溝
口
庄
次
郎
よ
り
、
銀
子

二
匁
、
初
め
て
の
御
礼
と
し
て
」、「
溝
口
貢
よ
り
、
上
げ
物
、
倅
の
初
め
て
の
御
礼
に
対
し
て
」、

「
溝
口
左
金
吾
よ
り
、
銀
子
二
匁
、
初
め
て
の
御
礼
と
し
て
」。

・
同
年
九
月
二
日
、
左
金
吾
の
前
髪
を
執
り
た
い
と
い
う
伺
い
を
出
し
た
。
同
月
四
日
、
認
め
ら

れ
た
。

・
同
年
九
月
五
日
、
溝
口
三
九
郎
と
溝
口
左
金
吾
は
、
前
髪
を
執
っ
た
。
理
髪
は
富
樫
利
太
夫
、

介
添
え
を
高
木
駿
太
夫
に
頼
ん
で
、
相
済
ま
せ
た
。

・
同
日
、『
孟
子
』
の
「
牛
山
」
と
「
夜
気
」
の
章
の
文
字
を
取
っ
て
、
三
九
郎
に
「
養
長
」
と

い
う
実
名
を
付
け
、
先
例
の
通
り
に
、
大
小
を
贈
っ
た
。

・
同
年
九
月
七
日
、
弟
の
貢
が
難
渋
し
て
い
る
の
で
、
金
十
五
両
と
、
そ
の
ほ
か
に
八
両
一
分
あ

ま
り
を
合
力
し
た
。

・
同
年
九
月
九
日
、
溝
口
三
九
郎
か
ら
、
前
髪
執
り
の
御
礼
と
し
て
、「
御
肴
代
銀
子
二
匁
」
を

差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
裏
御
用
部
屋
に
て
、
先
例
に
よ
っ
て
、「
御
紋
付
き
御
裃
、
一
具
」
が

三
九
郎
へ
下
し
置
か
れ
た
。
た
だ
し
、
裃
の
あ
り
あ
わ
せ
が
な
か
っ
た
の
で
、
目
録
に
て
色
熨

斗
添
え
で
下
し
置
か
れ
た
。
十
月
四
日
、
仕
立
て
ら
れ
た
御
裃
の
現
物
が
渡
さ
れ
た
。

・
同
年
九
月
二
十
一
日
、
中
院
様
よ
り
、「
三
夕
」
の
和
歌
の
御
色
紙
が
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
月
七
日
、
酉
の
中
刻
に
、
溝
口
七
橘
が
出
生
し
た
。

・
同
年
十
一
月
三
日
、
家
来
の
佐
市
介
が
、
新
た
に
足
軽
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
同
月
六
日
、
家
来
の
逸
作
を
御
足
軽
の
軍
八
へ
、
先
だ
っ
て
急
ぎ
養
子
に
差
し
渡
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
養
父
の
跡
へ
召
し
抱
え
ら
れ
た
。
同
月
十
六
日
、
家
来
の
喜
文
太
が
、
親
跡
目
御

年
寄
組
へ
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
十
一
月
九
日
、
御
目
見
三
の
間
に
て
、
三
九
郎
は
、
次
の
通
り
、
仰
せ
渡
さ
れ
た
。「
十

人
扶
持
を
下
し
置
か
れ
る
。
御
寄
附
二
番
組
に
御
番
入
り
を
仰
せ
つ
け
る
。
た
だ
し
、
扶
持
の

半
分
は
、借
り
上
げ
る
。
御
礼
次
第
は
、梅
原
求
右
衛
門
、溝
口
三
九
郎
、窪
田
次
郎
の
順
と
す
る
」。

・
同
年
十
一
月
十
八
日
、
夕
番
か
ら
、
三
九
郎
が
出
番
し
た
。

・
同
年
十
一
月
二
十
七
日
、
会
所
に
お
い
て
、
次
の
通
り
仰
せ
つ
か
っ
た
。（
こ
れ
に
先
立
っ
て
、

左
金
吾
は
十
一
月
十
二
日
に
願
書
を
差
し
出
し
て
い
た
。）「
溝
口
左
金
吾
へ
、
溝
口
伊
織
組
へ

の
御
番
入
り
を
仰
せ
つ
け
る
。
十
一
月
晦
日
の
朝
番
か
ら
出
番
す
る
こ
と
。
御
礼
次
第
は
、
大

納
（
大
柄
？
）
源
右
衛
門
、
溝
口
左
金
吾
、
中
山
喜
惣
兵
衛
の
順
と
す
る
」。「
溝
口
貢
の
倅
、

庄
次
郎
を
三
番
へ
の
番
入
り
を
仰
せ
つ
け
る
。
十
一
月
二
十
九
日
の
夕
番
か
ら
出
番
す
る
こ
と
。

御
礼
次
第
は
、
中
納
（
中
柄
？
）
六
左
衛
門
、
溝
口
庄
次
郎
、
柴
山
源
十
郎
の
順
と
す
る
」。

【
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）】

・
正
月
十
六
日
、
会
所
に
お
い
て
、
堀
太
夫
が
出
席
し
て
、
半
兵
衛
は
当
春
の
江
戸
詰
を
仰
せ
つ

か
っ
た
。

・
同
年
二
月
十
一
日
、
三
九
郎
が
、
里
村
官
次
の
娘
と
婚
姻
し
た
き
旨
の
御
内
意
伺
い
を
、
里
村

家
の
伺
い
と
合
わ
せ
て
速
水
八
弥
に
頼
み
、
提
出
し
た
。
同
年
三
月
十
六
日
、
伺
い
の
通
り
に

認
め
る
旨
が
、
速
水
八
弥
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

・
同
年
三
月
二
十
二
日
、
新
発
田
を
出
立
し
、
会
津
か
ら
高
原
を
通
っ
て
江
戸
に
ま
か
り
登
っ
た
。

小
浜
玄
岷
と
会
所
役
人
高
木
林
太
夫
が
差
し
添
え
ら
れ
た
。
三
月
二
十
八
日
、
日
光
山
へ
恐
れ

な
が
ら
参
拝
い
た
し
、
四
月
二
日
に
江
戸
着
。
翌
三
日
、
観
公
と
宗
公
よ
り
、
到
着
に
つ
い
て

の
お
尋
ね
が
あ
り
、
交
御
肴
一
折
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
四
月
十
六
日
、
御
側
の
岩
本
内
膳
正
様
よ
り
、
八
十
の
賀
の
御
餅
を
二
切
れ
、
下
し
置
か

れ
た
。
交
御
肴
な
ど
、
お
姫
様
よ
り
到
来
の
品
も
、
折
々
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
五
月
二
十
四
日
、次
の
品
を
下
し
置
か
れ
る
こ
と
が
、鈴
木
某
よ
り
申
し
聞
か
さ
れ
た
。「
御

前
御
幟
が
終
わ
っ
た
の
で
、
御
紋
と
笹
り
ん
ど
う
の
緒
の
御
幟
を
一
本
」。

・
同
年
六
月
二
日
、
仙
石
武
右
衛
門
か
ら
、
彼
の
倅
・
源
之
助
と
、
半
兵
衛
の
娘
の
「
周
」
の
婚

姻
を
結
び
た
い
旨
、所
望
し
て
き
た
。
同
年
八
月
九
日
、小
浜
玄
岷
を
通
し
て
、返
事
を
済
ま
せ
た
。

・
同
年
六
月
七
日
、
観
公
と
宗
公
が
お
忍
び
で
鉄
砲
洲
明
石
町
の
中
川
新
兵
衛
宅
へ
お
出
で
の
節
、

御
提
た
ば
こ
入
り
銀
金
柄
蝉
折
文
と
、
観
公
よ
り
の
銀
左
巻
の
御
き
せ
る
を
、
宗
公
よ
り
御
直
々

に
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
六
月
二
十
二
日
、
弟
の
溝
口
貢
の
思
慮
が
足
り
な
い
と
思
し
召
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
遠

慮
を
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
が
、
七
月
十
日
着
の
便
り
で
、
江
戸
表
に
申
し
来
た
っ
た
。
即
日
、

片
岡
五
左
衛
門
を
介
し
て
、
差
し
控
え
伺
い
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
即
日
、
そ
の
儀
に
は
及
ば
ぬ

旨
が
、
佐
治
藤
右
衛
門
か
ら
申
し
来
た
っ
た
。
貢
は
、
七
月
十
二
日
に
赦
免
と
な
っ
た
。

・
同
年
七
月
十
一
日
、
中
元
に
つ
き
、
御
納
戸
か
ら
半
兵
衛
へ
、「
御
紋
付
の
浅
き
御
帷
子
、
一
つ
」

が
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
八
月
十
九
日
、
梶
左
源
次
と
、
半
兵
衛
の
娘
「
於
和
里
」
と
の
婚
姻
の
願
い
を
、
溝
口
兵

庫
を
通
し
て
御
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
翌
二
十
日
、
伺
い
の
通
り
に
認
め
ら
れ
た
。

・
同
年
閏
八
月
九
日
、
家
来
の
男
女
介
が
、
養
父
の
跡
に
、
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

・
同
年
閏
八
月
十
五
日
、
観
公
と
宗
公
と
真
弥
姫
様
が
旅
館
へ
入
る
の
で
、
御
用
人
中
と
奥
年
寄

と
奥
目
付
衆
が
相
招
か
れ
た
。
七
時
過
ぎ
よ
り
、
旅
館
に
お
入
り
に
な
る
の
で
、
浮
麩
を
差
し

上
げ
た
。
御
吸
い
物
を
七
つ
、
御
肴
三
種
を
差
し
上
げ
た
。
委
細
は
、
別
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
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こ
の
節
、
公
か
ら
「
大
広
蓋
、
一
つ
」
を
下
し
置
か
れ
た
。
ま
た
、
観
公
か
ら
「
御
硯
蓋
、
具
一
、

一
箱
」、
宗
公
か
ら
「
御
盃
、
宝
船
、
一
箱
」
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
九
月
二
日
、
宗
公
か
ら
、『
和
歌
八
重
垣
集
』
七
冊
を
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
九
月
三
十
日
、
明
日
、
江
戸
を
出
立
す
る
の
で
、
公
か
ら
「
御
紋
付
御
小
袖
、
一
つ
。
交

御
肴
一
折
。
御
菓
子
箪
笥
、一
つ
」
を
下
し
置
か
れ
た
。
観
公
か
ら
は
、「
小
紋
縮
緬
、一
反
。
色
々

の
品
物
、
た
ば
こ
入
れ
、
重
か
げ
、
鼻
紙
入
れ
、
楊
枝
差
し
な
ど
」。
宗
公
か
ら
は
、「
帯
地
、
一
筋
。

観
公
と
同
様
の
色
々
の
品
物
。
銀
か
ん
ざ
し
、一
本
」。
阿
姫
様
か
ら
は
、「
御
た
ば
こ
入
れ
。
硯
蓋
、

一
面
」
で
、
永
之
進
様
か
ら
下
し
置
か
れ
た
。

・
同
年
十
月
一
日
、
江
戸
を
出
立
し
、
会
津
通
り
で
下
向
し
、
同
月
十
三
日
に
、
新
発
田
着
。
こ

の
年
は
、
同
行
で
き
る
医
師
が
い
な
い
の
で
、
会
所
役
人
の
高
木
林
太
夫
だ
け
が
差
し
添
え
ら

れ
た
。

　

こ
こ
で
、『
家
譜
簿　

二
』
は
、
終
わ
っ
て
い
る
。
巻
末
に
は
、『
家
譜
簿　

一
』
と
同
じ
く
、

「
角
住
」
の
印
が
押
し
て
あ
る
。
こ
の
後
の
記
述
が
記
さ
れ
る
べ
き
『
家
譜
簿　

三
』
は
、
溝
口

家
に
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
長
裕
は
、
こ
の
あ
と
十
五
年
近
く
生
き
て
い
た
が
、
そ
の
間
の
詳

細
な
記
録
は
遂
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
『
家
譜
簿
』
の
筆
者
で
あ
る
溝
口
養
長
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
ま
で
生
き
た
の
で
、
筆
写

し
た
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
か
ら
三
年
間
は
生
き
て
い
た
。
養
長
が
、
一
旦
こ
の
時
点
で
『
家

譜
簿
』
の
筆
を
擱
い
た
理
由
は
、
今
ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
。

【『
家
譜
簿
』
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
】

　
『
家
譜
簿
』
は
、
新
発
田
藩
の
重
臣
で
あ
る
溝
口
家
の
家
の
個
人
的
な
記
録
で
あ
る
。
藩
の
正

式
の
記
録
で
は
な
い
。
だ
が
、
浅
間
山
の
噴
火
や
、
天
明
の
大
飢
饉
な
ど
の
記
述
が
散
見
し
、

そ
れ
が
新
発
田
藩
に
も
波
及
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
私
」
の
記
録
な
の
で
は
あ
る
が
、「
公
」
に
関
す
る
記
述
だ
け
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
私
」

の
記
録
を
通
し
て
「
公
」
の
側
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

藩
政
が
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
ん
で
、
ど
の
よ
う
に
執
り
行
わ
れ
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
具

体
相
が
事
細
か
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
れ
は
藩
主
と
家
臣
を
つ
な
ぐ
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
網
の
目
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
る
。
家
臣
か
ら
藩
へ
の
御
礼
の
仕
方
、
ま
た
藩

か
ら
家
臣
へ
の
下
し
物
の
流
儀
、
重
要
な
命
令
を
仰
せ
付
け
る
際
の
立
会
人
な
ど
、
時
代
考
証

の
面
か
ら
も
興
味
深
い
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
る
。

　

新
発
田
藩
の
歴
史
の
公
的
側
面
を
補
う
の
が
、『
家
譜
簿
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
江
戸
時
代

に
越
後
の
新
発
田
藩
の
上
級
武
士
の
家
柄
に
生
ま
れ
た
男
た
ち
・
女
た
ち
の
「
人
生
」
が
び
っ

し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
悲
喜
交
々
で
あ
る
。

　
『
家
譜
簿
』
は
、
溝
口
家
の
七
代
・
半
兵
衛
長
裕
の
人
生
を
、
八
代
・
養
長
が
記
述
し
て
い
る

途
中
で
終
わ
っ
た
。
九
代
・
半
兵
衛
長
順
の
時
代
に
明
治
へ
と
改
元
さ
れ
た
。
明
治
維
新
の
激

動
が
新
発
田
藩
を
翻
弄
し
た
こ
と
は
、
歴
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
十
四
代
・
秀
雅
氏
が
当
主
で
あ
り
、
十
三
代
・
俊
夫
氏
の
夫
人
・
美
代
子
氏
も
御

健
在
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
、『
家
譜
簿
』
だ
け
で
な
く
、
溝
口
家
の
系
図
（
こ
れ
も
半
兵
衛
長
裕
の
生
存
中
で

終
わ
っ
て
い
る
）
も
実
物
を
手
元
に
置
い
て
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、『
家
譜
簿
』
の

冒
頭
部
分
で
、
先
祖
た
ち
が
戦
国
時
代
末
期
か
ら
大
坂
夏
の
陣
ま
で
の
間
に
伝
説
的
な
活
躍
を

し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
な
「
書
状
類
の
写
し
」
も
、
研

究
を
委
託
さ
れ
た
古
文
書
一
式
の
中
に
あ
っ
た
。

　

易
に
関
す
る
巻
物
や
、
石
州
流
の
茶
書
の
写
本
な
ど
も
、
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、
分

析
す
れ
ば
興
味
深
い
事
実
が
見
え
て
く
る
に
違
い
な
い
。

　

私
の
研
究
が
開
始
し
た
の
は
、
昨
年
（
二
〇
〇
六
）
の
春
で
あ
っ
た
。
今
春
、
溝
口
長
裕
を

め
ぐ
る
新
発
田
藩
の
人
々
を
活
写
し
た
乙
川
優
三
郎
の
小
説
集
『
露
の
玉
垣
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

新
発
田
藩
の
公
と
私
の
記
録
類
を
つ
ぶ
さ
に
精
査
し
た
乙
川
が
、『
家
譜
簿
』
の
記
述
の
ど
の

部
分
に
ど
の
よ
う
な
「
人
間
の
普
遍
的
形
姿
」
を
見
た
の
か
、
ま
た
文
学
者
の
想
像
力
に
よ
っ

て
『
家
譜
簿
』
に
直
接
書
か
れ
て
い
な
い
「
行
間
」
を
ど
の
よ
う
に
読
み
取
っ
た
の
か
、
ぜ
ひ

と
も
今
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

藩
の
家
老
を
務
め
る
溝
口
家
を
巻
き
込
ん
だ
幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
の
激
動
が
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
だ
ま
だ
研
究
課
題
は
、
残
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、
二
度
に

わ
た
っ
て
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
『
家
譜
簿
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
が
、
新
発
田
藩
の
動
向
や
、

日
本
史
全
体
の
流
れ
と
ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
突
き
合
わ
せ
が
、
ま
だ
で

き
て
い
な
い
。

　

溝
口
家
か
ら
資
料
一
式
を
貸
与
さ
れ
た
期
間
は
終
了
し
た
が
、
今
後
も
さ
ら
に
分
析
を
続
け

る
所
存
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
固
定
し
た
身
分
制
度
の
中
で
見
事
に
生
き
抜
い
た
新
発
田
藩
の

溝
口
家
の
人
々
と
、
わ
た
し
が
「
資
料
」
を
介
し
て
対
面
し
た
一
年
間
の
日
々
は
、
苦
し
か
っ

た
が
楽
し
く
も
あ
っ
た
。「
見
ぬ
世
の
友
」
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
た
瞬
間
も
あ

っ
た
。
資
料
の
中
か
ら
、
長
裕
た
ち
の
肉
声
が
聞
こ
え
て
き
た
よ
う
に
思
え
た
時
な
ど
は
、
特

に
そ
の
感
を
深
く
し
た
。

　

こ
の
『
家
譜
簿
』
の
紹
介
は
、単
な
る
歴
史
資
料
の
翻
刻
で
は
な
く
、「
人
間
の
記
録
」
で
あ
り
、
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「
文
学
の
基
盤
」
の
発
見
な
の
で
も
あ
っ
た
と
自
負
す
る
。

　

長
い
間
、
資
料
を
お
貸
し
い
た
だ
き
ま
し
た
溝
口
美
代
子
様
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
、

力
不
足
を
衷
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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『家譜簿　一』冒頭 『家譜簿　一』表紙

『家譜簿　二』末尾 『家譜簿　二』表紙
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A biographical study of MIZOGUCHI Nagahiro, principal retainer of the fief of 
Shibata

SHIMAUCHI Keiji

Abstract

The Shibata Clan of Echigo, roughly present Niigata Prefecture, is well known for its encouragement 
of learning: it was receptive to the teachings of YAMAZAKI Ansai and SATO Naokata and published 
their writings. MIZOGUCHI Nagahiro was a principal retainer of the Shibata Clan who was 
responsible in this policy.
  The author has been requested to research a set of documents that had been the possession of the 
MIZOGUCHI family. The main document, Kafubo, The book of genealogy of the MIZOGUCHI 
family, covers the two hundred and fifty years of the history of the family and is itself a remarkable 
record of the life and work of the upper samurai in the Edo period, the founder of the family being a 
younger brother of the first chief of the Shibata Clan. This essay introduces the contents of the latter 
part of Kafubo.
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